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例 言

1．本年報は鹿児島大学構内において，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が平成10年度に行った調査活動

の成果をまとめたものである。なお，桜ケ丘団地I・J-lO区（受水槽設置地点）における発掘調査報

告を付編として掲載した。

2．本書に掲載している発掘調査及び立会調査は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当した。個々の

調査の担当者は各章の調査報告に記述した。調査における図面・写真の担当は以下のとおりである。

2：中村直子・鮎川章子・新原和子・王力明，付編：大西智和・峰山いづみ・古津生・陣内高志

3．本書の作成にあたっては，埋蔵文化財調査室が行った。遺物の実測の担当は以下の通りである。

2：寒川朋枝，付編：新里貴之・雨宮瑞生・中村

製図は新里・寒川・中村が担当した。写真撮影は新里・中村が行った。

執筆はi:大西,2:中村,3:寒川，付編：大西・新里が行った。編集は中村・大西が行った。

4．桜ケ丘団地1．J-10区の出土遺物に関しては，陶磁器について渡辺芳郎氏（鹿児島大学),土器に

ついて新東晃一氏（鹿児島県立埋蔵文化財センター)，石器について雨宮瑞生氏・横手浩二郎氏（鹿

児島県立埋蔵文化財センター）のご教授を賜った。また，南九州縄文研究会の方々に土器について

の様々な所見をいただいた。

5．発掘調査による遺物の保管は，埋蔵文化財調査室の管理の下，

た，図面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。

各学部，部局が収蔵している。ま
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凡 例

l昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として，鹿児島大学構内におけるこれからの埋蔵

文化財調査に便であるように鹿児島大学構内座標を郡元団地と桜ヶ丘団地（旧宇宿団地）とに設定

した。その設置基準は以下のようである。

(1)郡元団地では，国土座標第2座標系(X=-158.200,Y=-42.400)を基点として一辺50mの

方形地区割りを行った(Fig.3参照)o

（2）桜ヶ丘団地では，国土座標第2座標系(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として一辺50m

の方形地区割りを行った(Fig.4参照)o

2本年報において報告を行った調査地点については，一部の立会調査地点を除き,Fig.2～Fig.4に

その位置を記している。

3本年報におけるレベル高はすべて海抜を表し，方位は真北方向を示す。

4本書で使用した遺構の表示記号は以下の通りである。

sk:土城状遺構so:溝状遺構p:ピット即：層位横転

52．付編で使用した士層の色調は「新版標準土色帖」（農林水産技術会議事務局監修）を使用した。

6遺物については観察表を作成した。その表記，表現については以下の通りである。

色調：「新版標準土色帖」（農林水産技術会議事務局監修）を使用し，この色調に当てはまらない

ものについては，「～に類似」と表記した。

胎土：粒子の大きさで喋（～Sunn)粗砂粒・砂粒・細砂粒・微細な砂粒に分けた。また，砂粒の

種類については，特定できないものはその色調で表記した。胎士中の砂粒の多さについては，便宜

的にl～9の9段階に分けた。9:20%以上,8:15～20%,7:15%前後,6:io～15%,5:

10%前後,4:5～10%未満,3:5%前後,2:i～5%未満,i:1%以下とした。

法量：復原による法量は，（）をつけた。

7本文中の遺物番号は，挿図，図版，遺物観察表と一致させた。
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1平成10年度調査の概要

1.1鹿児島大学構内遺跡の立地と環境

鹿児島大学構内遺跡が所在する鹿児島市は，薩摩

半島の北東部に位置する。東側には鹿児島湾（錦江

湾）が広がり，他の三方は姶良カルデラに由来する

シラス台地に囲まれている。

本書に掲載する調査地点は，鹿児島大学構内の郡

元団地と桜ヶ丘団地で，それぞれを，鹿児島大学構

内遺跡郡元団地，同桜ヶ丘団地と呼んでいる。郡元

団地は沖積平野の南端部付近に位置し，標高約7m

を測る。従来から周知の遺跡として知られており，

校舎などの建設に伴う事前の発掘調査も多く行われ

ている。昭和59年までは字名などが遺跡の名称とし

て用いられており，県立医大遺跡，付属中学校敷地

内遺跡，釘田遺跡，水町遺跡も郡元団地内の遺跡

であるI付近には弥生時代の住居跡が検出された

一ノ宮遺跡が見られる。

郡元団地では古墳時代の住居跡群が多く発見され

ている。現在三つの住居群が把握できている。一つ

は郡元キャンパスのほぼ中央部，もう一つは南西部

で，いずれも微高地上に形成されている。中央に位

置する住居群のすぐ北側には河川跡が確認されてい

る。河川跡からは弥生時代から古墳時代にかけての

木製品や木杭が出土している。平成9年度の工学部

における調査では，弥生時代の水田跡が検出されて

いる。古墳時代の水田跡は現在のところ，構内では

まだ発見されていないが，古墳時代の包含層中には

多量のイネ・プラント・オパールが含まれており2)，

稲作が継続的に行われていたことがわかる。

桜ケ丘団地は郡元団地から南に約2.5kniの亀ヶ原

台地上に位置し，標高約70mを測る。昭和60年に埋

蔵文化財調査室が設置されてからは，「鹿児島大学

構内遺跡宇宿団地」と呼称したが，キャンパス名の

変更に伴い，桜ヶ丘団地と呼んでいる。付近の台地

Tab.1平成10年度調査一覧表

種類調査コード地区

I
タ

0

嶋晶
○ノ

Fig.1鹿児島市の位置

上には，旧石器時代から縄文時代早期にかけての遺

跡が点在しており，桜ケ丘団地でも同様の時期の遺

物が出土している。また，縄文時代早期や，弥生時

代中期前半の住居跡も確認されている。

1.2調査概要(Tab.1)

平成10年度は試掘調査1件，立会調査3件を行って

いる。

註

(1)

(2)

松永幸男（1986)．第il章鹿児島大学構内遺跡の

・位置と環境．鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報，
1.鹿児島大学埋蔵文化財調査室．

郡元団地L-6区（中央図書館：未報告）におけるプラ

ント．オパール定量分析の分析結果などによる。

調査・工事 調査期間

試掘調査98－1郡元団地J・K－4区総合研究棟建設予定地にお平成11年3月10日～30日
ける試掘調査

立会調査98-A郡元団地C～E-4～7区遺伝子実験施設新営その他平成10年10月5日
工事

98-B郡元団地,H-10区工学部校舎新営その他機械平成11年2月15日
設備工事

98-C郡元団地.L-4区法文学部東屋取設工事平成11年3月9日

ノ



Fig.2鹿児島大学構内遺跡の位置
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2郡元団地J-K-4区（総合研究棟建設予定地）試掘調

査報告

2.1調査にいたる経過

鹿児島大学では，郡元団地内に総合研究棟の

建設が計画され，郡元団地の中央部，法文学部

南側の駐車場がその予定地とされた。本地点は

昭和50年に旧教養部講義棟の増築工事中に多量

の土器が発見され，鹿児島県教育委員会によっ

て発掘調査が行われた釘田第1地点'1に隣接し

ている。また，周辺では平成5～7年の中央図書

館建設に伴う発掘調査および平成8年の法文学

部防火水槽取設工事にともなう発掘調査によっ

て一帯に古墳時代の住居群が密集していること

が確認されている。これらのことから，本地点に

おいても埋蔵文化財が包蔵されていることが推

定された。そこで，埋蔵文化財調査室では遺構

および遺物包含層の有無を確認するため，試掘

調査を行うことになった。

2.2調査の体制

発掘調査は以下の体制で行った。

舗装道路

此通敦fi識侭棟

舗装通路

010m
＝－．－→--.--------1

Fig.5トレンチ位置図

蕊111

lトレンチ

□

S=l/500

I

□
2トレンチ

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

室員中村直子・鮎川章子・新原和子

発掘調査作業員王力明・瀬戸口論・西庄司

矢住純子

2.3調査の経過

試掘調査は，平成11年3月10日～3月30日にか

けて実施した。総合研究センター建設予定地内

に2つのトレンチを設定し(Fig.5),南側をlト

レンチ，北側を2トレンチと呼称した。lトレン

チは2×2m,2トレンチは東西1.5m×南北2mの

大きさである。

lトレンチは地表下1.2mまで掘り下げたとこ

ろ，古墳時代遺物包含層である7層上面に達した。

7層上面には小片の土器が全面に広がっており，

遺構の一部である可能性が考えられた。その破

壊を防ぐため，調査区南側の半分のみを掘り下

げた。しかし，その下も土器片の集積が続くよ

うであったため,10cm掘り下げたところで，調

査期間の都合上，掘削を終了し，層位断面図を

作成した後埋め戻しを行って調査を終了した。

2トレンチは，設定したトレンチの南北それぞ

れにパイプなどの埋設物があり，2トレンチ中央

部1m幅のみを地表化1.1mまで掘り下げた。古

墳時代の包含層である黒褐色土は7層と8層の二

つに分かれ，さらに8層が下部に続いていたが，

調査期間の関係上，8層上面を検出したところで

掘削を終了した。また，調査区南側に東西方向

にのびるパイプが埋設されており，この周囲の既

掘部分のみを下まで掘り下げたところ，地山で

ある砂層上面が地表化1.3mのところで確認でき

た。この時点で，層位断面図を作成し，埋め戻

しを行って調査を終了した。

2.4層位(Fig.6)
lトレンチ

l層盛土。

2層灰褐色10YR5/1．シルト質砂。2～3cm大ま

での軽石を少し含む。
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8m

L--悪￥とエゴ 7m

lトレンチ

l届
l厨

カ
ク
ラ
ン

7【11

ﾉー 二カクラン(IM)
2＋3＋4屑土

2層
カクラン

堀
一
噸
一
弱

カ
ク
ラ

掘
侃
雨

5府
6

7層

一

6m〆

〆

P 1m北壁
0

2トレン

Fig.6層位断面図S=1/40

3層灰黄褐色10YR5/2．細砂層。2～3cin大まで

の軽石を少し含む。

4層灰褐色10YR5/1．細砂層。2～3cm大まで軽

石を少し含む。

5層黄燈色10YR7/8o細砂層。鉄分。2～3cm大

の軽石を含む。

6層褐灰色10YR6/lo細砂層。マンガン浸透。2

~3cm大の軽石を含む◎

7層黒褐色10YR3/loシルト。上部鉄分。

①SD1埋士。にぶい黄燈色10YR7/2細砂層。粗

砂ブロックまじり。

②SD1埋土。褐灰色10Y5/1シルト質砂。まじり

10Y5/lo

2～6層までは，水田層および河川跡と考えられ

る。遺物の出土状況から，6層以下が古墳時代の

もの，2～5層までが近世及び中世の時期のもの

と推定できる。特に，7層はその上面に土器片が

集積し,10cm掘り下げてもその集積が続いてい

たため，相当量の遺物が埋設されていると推定

できる。

2トレンチ

l層盛土。上部20cmは砂利。下部2.5Y3/2黒

褐色を基調とし，レンガやコンクリートなどを

含む。

東壁
〆

〆

チ

2層灰黄色2.5Y6/2シルト質砂。5mm大の白色パ

ミスを少し含む。

3層褐色10YR4/4シルト質砂。2層にマンガン浸

透。パミスを少し含む。

4層黄褐色10YR5/6シルト質砂。鉄分を含む。

パミスを少し含む。

5層灰黄褐色10YR5/2を基調とする。10YR5/2シ

ルト質砂。2～3cm大のパミスを少し含むc

6層灰黄褐色10YR4/2を基調とする。シルト質

砂。マンガン浸透，2～3cm大のパミスを少し含

む◎

7層黒褐色10YR2/2シルト。鉄分浸透。

8層黒褐色10YR3/1シルト。

9層8層上面から20cm下に9層上面。配管カクラ

ン部壁で確認。

2～6層までは中近世の層と考えられる。また，

7．8層が古墳時代の遺物包含層である。lトレン

チの7層に対応すると考えられる。lトレンチほ

どの遺物の集積はみられないものの，やはりこの

層中から古墳時代の土器が多く出土している。

2.5遺構と遺物

SD1(Fig.7)

遺構は,1トレンチ3層上面でSD1を検出した

6



部の上部で，杯部との接合部付近で欠損してい

る。13は杯部下部で，やはり接合部で欠損して

いる。24．25．36は脚端部である。先端が細く

とがるものと，端部に面をもつもの2種類がみら

れる。

14．26．37．38は財の破片である。37は口縁

部で，内湾する器形を呈する。他は胴部屈曲部

である。いずれも，外面に赤色顔料が付着して

いる。

16～18は須恵器である。16は少し湾曲気味に開

く，壷の頚部であると推定できる。口縁部は欠

損しているが，残存状況から，端部が肥厚する

器形を呈すると推定できる。17は壷の頚部であ

るo18はハソウの胴部で，穿孔部1/3を残して欠

損している。また，外面には2条の沈線とそれ

らに挟まれた櫛描波状文が施されている。

19-27は石器であるo19は破損している部分が

多いが，上面と右側面に磨面が認められる。砥

石であろう。27は磨製石斧の破片である。刃部

がわずかに残存している。刃部には細かい擦過

痕が表裏面とも認められる（図中矢印)。側面に

は，製作時のタタキ痕が残っている。

(断面は層位断面図参照)。埋土は砂層で，二つ

に分層できた。トレンチを東西方向に横断する。

遺構が調査区外まで広がっていたため南側の落

ち際のみを確認したが，一応溝状遺構と捉えて

おきたい。あるいは，北側には立ちあがらず，段

状の地形を呈しているものかもしれない。遺物

は，埋土中から土器片が1点出土しているのみで

ある。その下層の4層からは陶磁器が出土してお

り，遺構の時期は中近世以降であると考えられ

る。

包含層出土遺物

総出土遺物数は約3500点であった。層別出土

状況はTab.2に示している。lトレンチ7層上面

出土のものがもっとも多いが，小片である。Fig.

8に実測可能な38点のみ示した。

l～27はlトレンチ出土，28～38は2トレンチ

出土遺物である。いずれも，層位順に示してい

る。4．28は磁器である。5は陶器である。

15-28～30は土師器である。29はⅢlで非常に低

い。15も皿であろうo30は杯の底部である。

1．6～9．31．32．33．34．20．21は蕊の

破片である。直立する口縁部20-31や絡縄突帯

32などの特徴は笹貫式のものであると考えられ

る。7は胴部と脚部がその接合部分で欠損して

いるものである。21は内面に，布目圧痕のよう

な痕が認められるが，非常に細かく細いため，確

定はできない。

10～12．22．23．35は壷である。胴部突帯は

刻み目を持ち，布目圧痕が認められるものもあ

る(ll)o12は底部片だが，内面にハケエ具刺突

痕が×状に交差している。小片のため，調整痕

なのか，何か模様や記号を意識したものなのか

は不明である。22は底面が分厚い平底だが，23

は少し尖り気味の丸底である。

2．13．24．25-36は高杯の破片である。い

ずれも赤色顔料が外面に付着している。2は脚

2.6調査の結果

試掘調査の結果，調査区一帯には上部には中近

世のものと考えられる水田層や遺物包含層が複

数枚広がり，その下に古墳時代の遺物包含層が

40cm以上の深さで広がっていることが確認され

た。特に,1トレンチでは包含層中から多くの遺

物が出土している。周辺は，発掘調査や配管工

Tab.2層別出土遺物数

トレンチ層･遺構土器陶磁器瓦石器

1

１

１
４
５
６
７
ＤＳ

16

27

22

829

1241

1

7

4

12

I 2

２

１
２
３
４
５
６
７
ＤＳ

０
３
７
１
７
３
６
１

１
２
１
２
０

１
４
８

31

01m

Fig.7SD1平面図S=l/50 ＊数値は破片数
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Tab.3出土遺物観察表(1)

卜

N・と悶甑別器種部位色鯛･翰調
チ

胎士

赤色粒白色粒石英無色粒多さその他

調整･文嫌 側舞

111土器受脚部外面;にぶい燈色5YR6/4，砂粒･細砂砂粒砂粒･細砂砂粒･細砂3白色粒少外面;指ナデ‘内面；
器肉･内面;樋色2.5YR6/6粒粒粒ないハケ打ち込みあり

211土器高杯脚部外面;赤色lOR5/8,器肉;に細砂粒砂粒･細砂磯･砂粒。3赤色粒少ミガキ？外面:赤色顔料付
ぷい燈色7.5YR7/3粒細砂粒ない粉･曝減している．

3’1土器壷底部外面;にぶい栂色磯･砂粒・砂粒･細砂磯･砂粒・4石英丸いも外面:ナデ.内面:ハ
5YR6/3.6/4,器肉;褐灰色細砂粒粒細砂粒のありケのちナデ．
7.5YR4/1,内而;椛色
5YR6/6

4 1．1磁器ロ織部透明紬白色施紬.

51．1陶器口縁部暗緑灰色.不透明紬．細砂粒l灰赤色施紬．
lOR5/2

616土器翌脚台外面;灰白色lOYR8/2,鈍細砂粒磯磯～細砂砂粒･細砂5赤色粒少外面:ハケのちナデ・
い黄樋色lOYR7/2.内面； 粒粒ない,丸い内面:ナデ．

灰黄褐色lOYR5/2,4/2,黄石英

肉;橿色5YR6/6

7’6土器喪脚台外面･内面;浅黄概色柵砂粒～砂粒砂粒･細砂3黒曜石外面:ハケのちナデ．脚部との接合痕明

lOYR8/3,8/4,器肉;褐灰細砂粒粒か？内面:ナデ．瞭．

色lOYR6/1

816土器聾脚台外面;浅黄橿色7.5YR8/6，礎･粗砂粒粗砂粒･砂砂粒･細砂細砂粒5ハケ後ナデ．摩滅している．

器肉･内面;浅黄捜色～砂粒．粒粒

7.5YR8/4多い．

916土器壷胴部外面;にぶい黄橿色砂粒砂粒･細砂砂粒･細砂3外面突帯付近:粗いヨ突帯あり．刻み目

l0YR7/2,器肉;黒色粒粒コナデ.内面:ハケ？布目圧痕．

lOYR2/1,内面;にぶい椎のちナデ．

色7.5YR6/4

1016土器壷胴部外面;にぶい褐色砂粒･細砂砂粒･細砂砂粒･細砂3外面突帯付近:強いヨ突帯あり．

7.5YR6/3.5/3,器肉;褐灰粒粒粒コナデ.他:ナデ．
色7.5YR5/1,内面;催色

7.5YR6/6

1116土器壷胴部外面;にぶい橿色5YR6/・1，砂粒･細砂砂粒･細砂粗砂粒～砂粒･細砂5磯を少し含外面突術付近:ヨコナ突緋あり．刻み目

内面;明褐色7.5YR5/6？粒粒細砂粒粒む．デ.他:ナデ．布目圧痕．

1216土器壷底部外面;椎色,7.5YR6/6,器砂粒･細砂砂粒･細砂砂粒･細砂2細砂粒多内面:ハケ具圧痕あ
肉;5YR5/2,内面;樋色粒粒粒い，り.他:ナデ．
5YR6/6

1316土器商杯杯部外面;にぶい樋色5YR6/4，細砂粒砂粒･細砂砂粒･細砂細砂粒2外而:摩滅のため不外面:赤色顔料付

内面;明褐灰色7.5YR7/2，粒粒明．内面:ナデ．軒.曝滅耕しい，

灰褐色7.5YR6/2,器肉;褐

灰色7.5YR5/1,浅黄概色
7.5YR8/4

1‘116土器財胴部外面;明赤褐色2.5YR5/6，顕･細砂粒砂粒･細砂細砂粒l外面:ミガキ？内面：外面:赤色顔料付

器肉;黒色5YR2/1，内面。粒ハケのちナデ．誕
器肉;にぶい栂色
7.5YR7/4.6/4

1516土師器皿？底部外面;授色5YR6/6,器肉・籾砂粒～砂粒･細砂砂粒･細砂細砂粒l半透明の回転ナデ？鯉減している．

内面;燈色2.5YR6/6細砂粒粒粒赤色粒少し

含む．

1616須忠器頚部外面･内面;灰色X6,器肉；細砂粒砂粒･細砂2半透明の回転ナデ．
灰白色X7粒白色粒

1716須恵器壷屑部外面･器肉･内面;灰色X6砂粒細砂粒砂粒･細砂l石英？回転ナデ,外面阿部：
粒タタキ．

1816須忠器ハソウ胴部外面;灰色N5,器肉;赤灰色細砂粒籾砂粒砂粒1石英？回転ナデ．穿孔あり.外面:波
5R5/l,内面$灰色N5状文あり．

2017土器喪ロ縁部外面;黒褐色5YR2/1,器細砂粒細砂粒砂粒･細砂砂粒･細砂3赤色粒.白ナデ.端部:ユピオサ外面:煤付軒．
肉･内面;鈍い器椎色粒粒色粒少なエ明瞭．
I0YR6/3い、

2117土器現脚部外面･内面;にぶい侭色砂粒(少）粗砂粒～柵砂粒･砂砂粒･細砂5外面:ハケ後ナデ,ハ
7.5YR7/3,7/4,器肉;抵色細砂粒粒粒ケ具打ち込み痕明

25YR6/6瞭.内面:ナデ,脚台
内面上部に布目圧痕
あり．

2217土器壷底部外面;灰白色7.5YR8/2,洩砂粒砂粒･細砂砂粒砂粒･細砂5ハケのちナデ．
黄椴色7.5YR8/4,器肉;褐粒粒

灰色7.5YR5/1，内面;浅黄
燈色7.5YR8/4

2317土器壷底部外面;浅黄樋色lOYR8/3，細砂粒細砂粒細砂粒細砂粒2ハケのちナデ．
内面;にぶい黄樋色（少）

lOYR7/2,器肉;禍灰色
lOYR5/1

2417土器商杯脚部外面;赤色lOR4/8,器肉;に砂粒･細砂砂粒･砂粒砂粒･細砂3ナデ．外面:赤色顔料付
ぷい捜色7.5YR7/‘1,内面；粒粒藩．
鈍い褐色7.5YR5/4

2517土器轟杯脚部外面;赤褐色5YR･I/6,器砂粒･細砂細砂粒細砂粒砂粒･細砂2外面倉ハケ後横方向外面:赤色顔料付
肉;褐灰色7.5YR6/1,内面；粒粒のミガキ.内面:ナデ．智．
にぶい黄樋色lOYR7/3

2617土器増胴部外面;赤色lOR5/6,内面。細砂粒細砂粒2内面;ハケ打ち込み外面:赤色緬料付
器 肉;にぶい橿色符．
7.5YR6/4,器肉;褐灰色
7.5YR4/1

2827磁器椀？口縁部紬:透明紬.呉須:渡い藍白色施軸．染付け．
缶
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Tab､4出土遺物観察表(2)

ト

レ

脳ン肘穂別器前部位色調･紬調
チ

胎土

詞整･文嫌備考

赤色粒白色粒石英黒色粒多さその他

外面;浅黄樋色絹砂粒細砂粒絹砂粒細砂粒
2317土器壷底部lOYR8/3,内面;にぶ（少）2

い茜柾色lOYR7/2,器

外面;赤色lOR4/8,器砂粒・砂粒・砂粒・

劉1ア土灘砺杯脚郎驚蒲鵬:鈍い 細砂粒砂粒細砂粒3

褐色7.5YR5/4

外面;赤褐色5YR4/6，砂粒・細砂粒細砂粒砂粒・

鯛口上鰐爾杯脚緬講綴鳥面:にぶ 細砂粒細砂粒2
い黄燈色lOYR7/3

外面;赤色l0R5/6,内箱砂粒細砂粒

2‘’7土羅鋤胴部離馴識雛』
色7.5YR4/1

輪:透明袖.呉須:濃白
2827磁器椀？口縁部い藍色．色

外面･器肉;灰黄色砂粒・砂粒・細砂粒細砂粒

2922土師器皿口縁部2．5Y7/2，内面;灰黄色細砂粒細砂粒～底部2.5Y6/2

ハケのちナデ．

ナデ． 外面:赤色顔料
付藩．

外面:ハケ後欄方外面:赤色顔料
向のミガキ内面：付荘．
ナデ．

内面;ハケ打ち込外面:赤色緬料
み付符．

施紬，染付け．

回転ナデ？嘩滅若しい、

外面･内面の一部;灰細砂粒微砂粒回転ナデ.底面：煤付軒．

"”土師総底部鵜蝋繊胤｜糸切底
面;鈍い樋色

外面;褐灰色細砂粒細砂粒砂粒。磯を少し含ナデ．

3'27土器更。綴緬隠糾繍i源｛繍砂粒2む
黄橿色lOYR7/3

外面･内面;黒褐色砂粒・砂粒．ハケのちナデ？突帯あり.内外

3227土蕊曳胴部鰯離淵溌；面:煤付秘
細砂粒細砂粒

2

外面;鈍い黄栂色砂粒粗砂砂粒粗砂ナデ.上郁破面に摩滅している．

”27土灘更脚部M酬瀞.内面；粒砂。媛合痕あり
粒･砂

粒 粒①

外面;にぶい黄柾色砂粒・砂粒・砂粒｡内面:ハケ？のち率減している．

3』27土器喪脚総+蝋%謡隠緬砂粒細砂腫緬砂極，ナデ他:ﾅデ
色lOYR8/2

外面;褐灰色砂粒砂粒砂粒。白色粒多外面突幣付近:ヨ外面:煤付軒．

3527土器壷胴部lOYR4/1,器肉･内面；細砂粒3い．コナデ.他:ナデ．
鈍い橿色7.5YR7/4

外面;赤色lOR5/8,器細砂粒細砂粒砂粒・細砂粒外面;ミガキ.内外面:赤色顔料
肉;明褐灰色細砂粒面:ナデ．付訂．

3‘”土器高杯脚鯛蝋紬離歯1
褐色IOYR6/2

外面;明赤褐色細砂粒細砂粒砂粒細砂粒ミガキ．赤色顔料付軒．
2.5YR5/6,器肉;灰白

3727土器瑚口緑部色lOYR8/2,浅黄橿色
7.5YR8/4,内面;明赤
褐色2.5YR5/8

外面;明赤褐色願細砂粒細砂粒外面:ミガキ.内外面;赤色緬料

3827土器珊胴部2.5YR5/6,器肉;灰白（少)。而:ナデ．付若．
色lOYR7/1.内面;鈍細砂粒

Tab.5石器計測表

幅(cm)

7．05

4.4＋a

長さ(cm)

4.8＋a

4.3＋a

厚さ(cm)

8．2

1.95+a

トレンチ

1

1

層
６
７

種
石
斧

器
砥
石

恥
旧
”

事による立合調査によって，密集する住居跡群

や層厚50cm以上に及ぶ遺物包含層，住居跡や溝

状遺構から土器溜りなどが確認されている。こ

れらを総合すると，中央図書館から北側は住居

跡が密集している地点である。

その中でも,1トレンチ7層上面で確認したよう

な密集した遺物の出土状況は稀であり，多くの

住居跡群とそれに伴う多量の遺物の存在が推定

できる。

これらのことから，本地点においては十分な埋

蔵文化財への配慮が必要であろう。

文献

1) ｢付編．釘田第一地点（鹿児島大学教養部）遺

跡発掘調査報告一遺構および遺構出土遺物編一

(昭和50年度鹿児島県教育委員会文化課調

査)」「南九州地域における原始．古代文化の諸

様相に関する総合的研究」鹿児島大学埋蔵文化

財調査室編1992

｢釘田第一地点（鹿児島大学教養部）遺跡発掘

調査報告一住居杜出土遺物の概要一（昭和50年

度鹿児島県教育委員会文化課調査)」平成6

年度教育研究学内特別経費研究成果報告書

1995鹿児島大学埋蔵文化財調査室
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S立会調査

埋蔵文化財調査室では、平成10年度3件の立

会調査を実施した。以下、各調査ごとに説明す

る。

98-B鹿児島大学工学部校舎新営その他機械

設備工事に伴う立会調査

工学部機械設備工事に伴い、受水槽の周囲

にi|i|,i6()～80cn、深さ60～SOcmの溝状の掘削を行

った。土層は表土の下に30cmほど客土がみられ、

非常に堅く瓦などが混じっていたが、遺物は出

土していない。

98-A鹿児島大学（郡元）遺伝子実験施設新栄

その他工事に伴う立会調査

遺伝子実験棟建設地周辺の樹木移植に伴い、

掘削が行われた。A地点は樹木抜き取り地点であ

るが、表土の範囲内であり埋蔵文化財への影響

はなかった。樹木移植地点であるB・C．D地

点は、いずれも表土の範囲で埋蔵文化財に影響

はなかった。

IL－－－JE二一一三

．
』
二
１
二

零’ ll

「一－71
一
．U

－－ﾘ0m
0

Fig.1098-B調査地点

98-C鹿児島大学法文学部東屋取設工事に伴う

立会調査

法文学部南側の中庭ベンチ設置(Fig.3)の
ため、掘削工事が行われた。深さ30cmほどで、

埋蔵文化財への影響はなかった。

(｝ Z()()、
I

Fig.998-A調査地点
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鹿児島大学埋蔵文化財調査室要項

鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

（設置）

第1条本学に，鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会

（以下「委員会」という｡）を置く。

（審議）

第2条委員会は，本学の施設計画を円滑に行うため

埋蔵文化財に関する次の事項を審議する。

(1)基本計画の策定に関すること。

（2）調査結果に基づく対策に関すること。

（組織）

第3条委員会は,次に掲げる委員をもって組織する。

(1)学長

（2）各学部長，附属図書館長，医学部附属病院長

および歯学部附属病院長

（3）事務局長

（4）学生部長

（委員長）

第4条委員会に委員長を置き,学長をもって充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

（議事）

第5条委員会は，委員の3分の2以上の出席をもっ

て成立し，議事は出席委員の3分の2以上をもって

決する。

（委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外の者

を出席させ，意見を聴くことが出来る。

（調査委員会）

第7条委員会は，本学の埋蔵文化財の調査を行な

うため，埋蔵文化財調査委員会（以下「調査委員

会」という。）を置く。

第8条調査委員会は次の事項を審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）第13条に規定する調査室の室長等の選任に

関すること。

（3）第13条に規定する調査室の予算に関すること。

（4）その他埋蔵文化財及び第13条に規定する調

査室の業務に関すること。

第9条調査委員会は，次に掲げる委員をもって組織

し，学長が任命する。

(1)各学部の教授，助教授，講師の中から選任さ

れた者各1名

（2）第15条2項に規定する調査室長

2前項第1号の委員の任期は2年とし，委員に欠

員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任

期間とする。

第10条調査委員会に委員長を置き，前項第1項第1

号の委員の中から互選により選出する。

2委員長は委員会を招集し，その議長となる。

第11条調査委員会は，委員の過半数の出席をもって

成立し，議事は，出席委員の過半数をもって決する。

第12条調査委員会が必要と認めるときは，委員以

外の者を出席させ，意見を聴くことができる。

（調査室）

第13条調査委員会に，本学の埋蔵文化財の調査に

関する業務を行うための埋蔵文化財調査室（以下

「調査室」という｡）を置く。

第14条調査室は，次の業務を行なう。

(1)調査実施計画の立案

（2）発掘調査，分布調査及び確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

第15条調査室に，室長，主任及びその他必要な職

員を置く。

2室長は，本学の考古学に関する教官の中から委

員会が推薦し，学長が任命する。

3室長は，調査委員会の定める方針に基づき調査

室の業務を掌理する。

4室長の任期は2年とする。ただし，再任を妨げ

ない。

5主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵文化

財に関する専門知識を有する者を調査委員会が推薦

し，学長が任命する。

6主任は，室長の命を受けて調査室の業務を処理

する。

7職員は，調査室の業務に従事する。

（その他）

第16条埋蔵文化財に関する事務は，事務局施設部

において行なう。

付則

lこの規則は，昭和60年4月18日から施行する。

2この規則の施行後肢初に任命される委員及び室長

の任期は，第9条第2項及び第15条第4項の規定

にかかわらず，昭和62年3月31日までとする。

3鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則（昭和51

年1月22日制定）は，廃止する。

付則

この規則は、平成9年4月1日から施行する。



・鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会

日現在）

委員長田中弘允（鹿児島大学学長）

委員石田忠彦（法文学部長）

(平成10年4月1

坂尾隆（教育学部長）

堀田満（理学部長）

大井好忠（医学部長）

平明（医学部付属病院長）

笠原泰夫（歯学部長）

井上昌一（歯学部附属病院長）

赤坂裕（工学部長）

堀口毅（農学部長）

市川英雄（水産学部長）

小淫貴和（連合農学研究科長）

飛田興澄（事務局長）

野崎勉（学生部長）

山下智（附属図書館長）

(平成10年・鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員

4月1日現在）

委員長塚原潤三（理学部教授）

委員渡辺芳郎（法文学部助教授）

日隈正守（教育学部助教授）

秋山伸一（医学部教授）

小片丘彦（歯学部教授）

行田尚義（工学部教授）

松元光春（農学部助教授）

山中有一（水産学部講師）

上村俊雄（調査室長併任法文

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

法文学部教授）

室長（併）

主任（併）

（併）

法文学部教授

法文学部助手

法文学部助手

技術補佐員

技術補佐員

上村俊雄

中村直子

大西智和

鮎川章子

新原和子
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財研法人稗祁郡ill文化財センター

財剛法人荷祁郡巾文化財センター

千葉県立脚総風上肥の丘

青山学院大学文学部史学研究篭

東京郁立大学考占調3F究篭

東京部立大学考古f鋤f究案

財団法人東京邪教育文化財I1束

京部抵臓文化財センター

東京細*蔵文化財センター

神奈川県立埋蔵文化Mｵセンター

神奈川県立埋歳文化Mオセンター

かながわ考古学財川

富【il県埋蔵文化財センター

金沢大学考古学識順

福井ﾘi4立博物館

各務原市埋蔵文化財センター

多治見rti文化財保喚センター

財団法人締岡以埋蔵文化財捌介研

究所

財団法人聯岡県埋蔵文化財捌代研

究所

財団法人昨岡県埋歳文化財調代研

究所

財団法人紳岡蝶叩歳文化財綱代研

究所

財団法人締岡映恥織文化財鋼慌研

究所

財団法人紳岡県埋蔵史化財潤代研

究所

財団法人岬岡県叩蔵文化財鯛代研

究所

財ﾄⅡ法人肺岡県埋蔵文化財捌代研

究所

財団法人肺岡県蝿巌文化財鋼代研

究所

財団法人肺岡雌埋蔵文化財凋介研

究所

名古瞳市博物館

三萌叫鯉巌文化財センター

r'ifi隈埋歳文化財センター

坂mmt会敬育研究会文化財部会

滋衝県埋蔵文化財センター

財間法人京郁府埋厳文化財凋介研

究センター

財団法人京祁府埋蔵文化財綱代研

究センター

財団法人京郁府埋巌文化財綱代研

究センタ一

京部市考占資料館



,1ド名

U'fftlll'̂ i'f黄料餓年蝿平成7．

H年度

$(郁大'稚櫛内辿跡捌従年報

1994年度

ひらかた文化財だより第35-37蹄

ﾉ<阪ill文化IIｲ怖蝿厳火72－78蹄

枚方llf文化IIｲｲド蝿19(1997年度

分)

IMl槻llf文化ⅡｲｲV-柵、M成8年皮

'1､HUOIIORI伽路ill蝿織文

化財mft略紺、I2-成8年座

兵11叫叫厳文化財↑mひょうご

の迩跡29-3n;

､'4成7ｲIり災神jfI1iHl職文化財年蝿

城郭研究篭年蝿

‘¥&根ﾘIlの地織文化M村叶報錨ドキ

I:器まいぶんイド・秋

所慨.7325SJ

岡Ill狩捗柵内通跡↓凋在研究年報

151997年度

岡Illﾉご郷M厳文化貼淵代研究セン

ター科i第201；

岡111だ”M厳文化貼淵代研究セン

ター科1節211）

rtfflM!厳文化IIイセンター年報4

↑'4成8年度

いぶき恥.23

1惟風第20-22)）

悔光女v､俄院大'‘股地域文化研究所

j､{‘1N(23

まいぶんえひめ％112

||､水雁史盗料飢だより柵故

10.1416.24.28)）

f-成9年度稲岡ill哩戯文化財セ

ンター年紺第175}

ノミ分兜m蔵文化財年慨6平成8

年度版

FunaiV

lfunaiⅥ

I"unai府内及び大友氏関係

迩跡総合‘淵侮研究年報Ⅳ

ﾉﾐ分.If歴史費料館《1報

ﾉく分.1唯史盗料館ニュース39－

43

おおいた雁博1．2

1{'1歳文化IIｲ通{↓iみやざき第2号

川1歳文化IIｵ血i,iみやざき第3蹄

桝崎ﾘ,叫1歳文化IIイセンター年鞭

f-成8<|'-度ｶﾘ刊)）

m文だより節161}

戯琉文化第62.6465卜）

irill本文化第31S}

川内ill雁史費料飢ｲド報、V-成8年
l災

茂料鮒だより％('31

‘塊作村¥f.雁史腿俗費料餓年鮒第

22$）

‘洗芥村>'/.雁史雌俗re料餓<¥報第
23)；

ft!厳文化財発捌捌侮ニュース%(17

，左xm¥'i璃群

発行所

京祁市考占賛料館

京都大学埋蔵文化財研究センター

財団法人枚〃『If文化Mｹ研究‘淵代金

財団法人大阪巾文化Mｵ協会

財団法人枚方ill文化財研究,淵代金

高槻市教育委貝公

姫路『I赦育委典会

兵hM県教育委仙会

神戸市教育委貝会

姫路市立城郭研究室

烏根県埋蔵文化財‘凋従センター

岡Ill県古代吉備文化IIイセンター

岡山大学埋蔵文化HI.淵代研究セン

ター

岡Ill大学埋蔵文化貼凋代研究セン

ター

岡山大学埋厳文化肱淵侭研究セン

ター

倉敷埋蔵文化財センター

広励眺轍行委貝会

広肋県な歴史民俗資料節みよし

風土記の圧

梅光女学院大学地域文化研究所

財Ⅲ法人愛媛染埋蔵文化財i捌介セ

ンター

廿木歴史資料航

禍岡市教育委貝会

大分県教育委員会

大分jIf歴史資料館

大分『i涯史黄料雌

大分市歴史資料館

大分1冊篭史黄料館

大分71漉史資料館

大分県立雅史博物館

寓崎県埋蔵文化Mイセンター

宮崎県埋蔵文化財センター

腐崎県埋蔵文化財センター

鹿児ft県立蝿戯文化財センター

鹿児島短期大学附腰南II本文化研

究所

鹿児砧短期大学附屈南II本文化研

究所

川内市雅史黄料航

読谷村立歴史民併a料航

技谷村立歴史民俗黄料航

銃谷村立歴史民俗黄料館

那鰯UIi教育委貝会

#名

コンピュータ・グラフイックスで

兄る噸尚Ill遺跡

鯛査報告召

~｢職ill*文化財凋企報/(i襟XXVキ

ウス5辿跡における碁古学的捌在

災沢束辿跡群

W下り,↓内迦跡発捌I淵査報告B(､I*

成8年度）

|Kj折定史跡城輪柵跡

史跡力職柵跡(1991)

史跡城陥柵跡（1994）

仙台ill-文化IIｲ捌企蝿併第221i

術沢泉崎浦Ill11遺跡（Ⅱ）

仙台ill文化財‘凋侮幡告諜第229号

原辿跡

､I4成lぴf度発捌捌盃概報平張

脂荷辿跡一弥盤墓跡遺跡一

茨城県救命財団文｛剛ｹ掴企鞭告排

123典大IllI遺跡

茨城蝶教育財川文他Iｵ蝿在報告書

124mf'i郷遺跡

茨城ﾘII.敬行財川文ｲ凱ｹ調査報杵諜

125集西方只塚

茨城貼牧がMｲ|､n文ｲ剛＃調査報告,'J

126典冊城内辿跡

茨城ﾘA教行財川文化Mｵ捌術報告苫

127m.断野台辿跡前HJ村遺跡

l）．FIX

茨城ﾘ,↓敬ttⅡｲM文化Mｲ‘淵査報告稗

128典奴11!下商井遺跡

茨城ﾘﾑ牧行IIｲM文化財凋盗綴告課

129mmr,i遺跡親塚IIi戦権

現'1枇辿跡南小荊遺跡

茨城弘数行IIｲRl文｛'fcflｹ調在報告郡

130典炭焼遺跡札場古城群

ミnI只塚成Ill古墳群

茨城鼎敏f7財剛文化11ｲ捌査報告&

131災大橋13遺跡釈伽才仏遺跡

茨城映敬tf財Ⅲ文化iiｲ調査鞭併舞

132災渡Ill通跡古雄散遺跡

茨城ﾘ14椴行財M文化財調在報告辞

133災熊のIll辿跡

茨城ﾘﾑ救育IIｲ剛文ｲ団ｲ調従報告if

134典神川遺跡

茨城眼数行財州文ｲm調究報杵背

135典矢倉辿跡後LI脱遺跡

茨城M↓牧が財1,Ⅱ文化財調侮蝦告諜

136集ノ<作辿跡大畑遺跡

茨城ﾘ&教育財Ⅲ文化財調査報併iリド

137^>|!合遺跡中の台遺跡

茨城ﾘA牧がIIｲ川文化Mｲ捌査報告第

138典八J-台遺跡

茨城14敬行財卜11文化IIｲ鯛在綴告第

139m'i'谷rl'.遺跡I

茨城ﾘ,↓敏行財、文化Mｵ調査報ft第

140災水'二台辿跡l

茨城以敬tfWM文{凶ｹ捌査報告第

141典宮ケ崎城跡

茨城県敏行Mｲ川文ｲtilｵ調査報告第

142災尚須賀'I'台辿跡

茨城鼎教育財M文化Mｲ‘淵俺報告第

143m>Mi適跡前知瞳跡柏

M辿跡

茨城喋牧行MｲⅢ文｛剛ｲ調査報告第

144典拠殻I1f喰群'J鍛寺f遺

跡I

発行所

神ﾉー iiI赦苛委仏会

千歳巾教育委u会

神小牧ill教介否u会牌小牧iliffl

蔵文化11ｹセンター

Yff以敬行委u公

油Ⅱ11lift1*『委u会

酒Iljllf教行委u会

柄IⅡ市教育委旦会

仙台ilr教行委u会

仙台ill教f7委u会

いわきill敏介委仙会財1,N法人い

わき市数行文化JF業1,N

住宅郷iIf蛎備公M竹郁個郁iliUHE

本部財、法ﾉ､茨娩A(数行財M

茨城叫馴ｹ川法ﾉ､茨娩1,↓数行財I･II

茨城ﾘ『帆ｲ川法人茨胤雌↓敬行財M

茨城mm法人茨城!,'<敬行財M

茨城mｲ|､H法人茨郷i4敬介財|､Ⅱ

茨城鵬IIｲﾄII法人茨城ﾘ,↓敬行財川

茨城ﾘ,↓財卜il法人茨城仇&紋が財I､Ⅱ

茨城叫靴川法人茨m,↓牧が財1,Ⅱ

茨城県MｲM法人茨嘘！,↓牧行IIｲ1,N

茨城叫馴ｵ1,N法人茨娘Al数行財川

茨城HwI-Ⅱ法人茨娘片(敬行財1,Ⅱ

茨城蝋1ｹ1,H法人茨城Wfltf財I｡Ⅱ

日本道路公1,Ⅱ束』XSR-ilS.没w財

刷法人茨城兇数行M朴fl

日本道路公川束j;c第・述‘没1.5財

1,,法人茨城ﾘ,(敬行II朴Ⅱ

茨城卿Iｵ川法人茨城M↓教育IIｲ川

雄投釧ｲM怯人茨蜘,(敬行MｲM

茨城卿1ｲ|､fl法人茨蜘,↓敬行IIｲhfl

茨城以財I,fl法人茨卿14枚行Mｲ川

茨城恥im法人茨娩↓↓牧介財M

茨城眺靴I､fl法人茨城膿牧が財川

住宅・郁市篭側公M茨城地域文a
財団法人茨城映教行uｲﾄfI

住宅・邪.If終備公川茨城地域支社

財Iｵ1法人茨城蝿敬制ｲlｻ1

ﾉ5
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悲名

茨城県教育財団文ｲ観ｵ調査報告第

14副＆下り松遺跡油内遮跡

茨城県教育財団文ｲは!#調査蝿告第

Mem前田村遺跡G・'1．I区

茨城県教育財団文ｲ団ｵ調従報告第

14喋前田村遺跡J-K区

茨城県教育財団文ｲ剛ｵ調査報告第

14鋤＆坂追跡船戸内遡跡小

原遺跡

茨城県教育財団文ｲ剛ｲ調査蝿告第

149集熊の山遺跡一k下巻

茨城蝋教育財団文ｲ“調査報告第

15叫さ寺Ill辿跡束平遺跡坂

ノ上塚鮮

茨城県教育財団文ｲ14吋調査報告第

151集釧鍛寺子遺跡2

井戸山遺跡確認調査紺告書

根鹿拒世跡架ill遺跡

神明過跡

財団法人君津郡.If文化財センター

発捌調査報告書第126集外箕輪

遺跡u

財、法人岱津郡市文化財センター

発掘調在報告書第139集根崎辿

跡寺ノ上辿跡

財団法人君津郡市文化財センター

発掘調査報告諜第140集彬古噛

群

財団法人君沖郡市文化財センター

発掘調査報告替第142集美生遺

跡聯Ⅳ

財団法人君沌郡市文化財センター

発掘調査報告苫第143集姥旧遺

跡

財団法人君沖郡市文化財センター

発掘調査報告番第144集百百目

木B-C清水頭消水沢遺跡

財団法人啓津郡市文化財センター

発掘調査報告書第145染芥ノ台

遺跡

財団法人荷津郡市文化財センター

発掘i凋侮報告書第146典常代遮

跡Ⅱ

財団法人君津郡市文化財センター

発掘調査報告番第147集山谷遺

跡（Ⅱ）

財団法人君津郡市文化財センター

発掘調査報告書第148集上泉遺

跡群一ヒノ山遺跡

財団法人束総文化財センター発掘

調査綴告普第1型腿大道筋遺跡

財団法人東総文化財センター発掘

調査報告書第1別14寒風城跡

財団法人束総文化財センター発捌

調査報告書第1“&新城跡

財剛法人束総文化財センター発掘

鋼査報告書第1測息傍示戸遺跡

城ノ台遺跡新城跡

財団法人東総文化財センター発掘

調査轍告番第1創隠長者台遺跡

束舟〔部埋蔵文化財センター調査報

告第“集多摩ニュータウン遺跡

東京邪埋蔵文化財センター調査報

告第48集多摩ニュータウン遺跡

東京都埋蔵文化財センター‘淵査報

告認9集多摩ニュータウン遺跡

東』ic邪埋蔵文化財センター調査報

告癖0集多摩ニュータウン遺跡

発行所

建設都1ｵ間法人茨娘鼎教育財剛

茨城蝋財団法人茨娩I4教育財団

茨城県flｲ団法人茨城県教育財団

茨城卿1ｲ団法人茨娘%↓教育財団

茨城県財団法人茨蝉教育財研

日本道路公剛東京第一述投局財

団法人茨城県教育fWPfl

住宅・郁市整備公団茨城地域支社

財団法人茨城鼎教育財団

土浦市教育委員会土浦市遺跡調

査会

土浦市教育委員会土浦市遺跡調

査会

土浦市教育委旦会上浦市遺跡調

査会

小堀術夫財団法人君沌郡市文化

財センター

株式会社丸越財剛法人芯津郡市

文化財センター

有限会社芝崎財団法人君沖郡市

文化財センター

東京湾観光株式会社財団法人君

津郡市文化財センター

召津市財団法人謝撫郡市文化財

センター

袖ヶ浦市財団法人芯津郡市文化

財センター

袖ケ浦巾財団法人君祁郡市文化

財センター

君沖市財、法人堆荊1郡市文化財

センター

株式会社主蝿の店財団法人君沖

郡市文化財センター

袖ヶ浦市財団法人岱津郡市文化

財センター

八日il鵡市教育委員会財団法人

束総文化財センター

財団法人束総文化財センター

千葉県八日市場市部市課財団法

人東総文化財センター

東京電力株式会社財、法人束総

文化財センター

八日『1嶋市敏育委典会財団法人

束総文化財センター

東〃(祁埋蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター東京

部教育委員会

東京祁埋厳文化財センター

東京邪埋蔵文化財センター

書名

東京部埋蔵文化財センター調査報

告燕O集多摩ニュータウン遺跡

東京邪埋蔵文化財センター調査報

告卿謁0集多摩ニュータウン遺跡

Ntt72.795.79句且跡(3)

東京祁埋蔵文化財センター調査報

告癖O集多摩ニュータウン遺跡

Na72.795.796遺跡(5)

東京邪埋蔵文化財センター調査報

告第50集多摩ニュータウン遺跡

Na72.795.796週跡(6)

jliJii;部埋蔵文化財センター調査報

告第50架多摩ニュータウン遺跡

Ntt72.7弱.796遺跡(10)

東京邪埋蔵文化財センター調査報

告第51集多摩ニュータウン遺跡

来京部埋蔵文化財センター調査報

告第52集多摩ニュータウン遺跡

束求祁埋蔵文化財センター調査報

告第53集尾張藩上屋敷跡Ⅲ

東京部埋蔵文化財センター調壷報

告燕4集多摩ニュータウン遺跡

Na27遺跡

東京都埋蔵文化財センター閥査報

告第55集島屋散遮跡

東京都埋蔵文化財センター調査報

告第56集多摩ニュータウン遺跡

東京邪埋蔵文化財センター調壷報

告癖7集多摩ニュータウン遺跡

Na245･劉1遺跡

東京都埋蔵文化財センター調査報

告識0集三好野遺跡群1．2

束京邸埋蔵文化財センター調査報

告躯1集多摩ニュータウン過跡

-No918遺跡一

東京部埋巌文化財センター鋼査報

告燕2集多摩ニュータウン遺跡

東京都埋蔵文化財センター調査報

併笥拓3集多l蕊ニュータウン遮跡

At)'>i.郁埋蔵文化財センター調査報

告釘弼4集多摩ニュータウン遺跡

Nal07過跡

汐留遺跡

尾張滞上l鎧敬辿跡ⅡI

東京邪井の頭池避跡群御殿山遺跡

東京細#の頭池辿跡群古祥寺南

町IT目遺跡l地点

東京郁井の頭池遺跡僻吉祥寺南

町三丁目遺跡B地点

東京郁井の頭池辿跡群吉祥寺南

町1丁目遺跡J地点

東京郁井の頭池辿跡群平成10年

度武蔵野市文化財調査報告集3

武蔵野市埋戯文化財報告集2武厳

野市叫臓文化財調査擬告普

東京部渋谷区豊沢貝塚

かながわ考古学財団調査報告14

曇津田遺跡群Ⅲ

かな力如考古学財暁凋査報告18

宮ケ瀬遮跡群XⅡ

かな力対〕考古学財阻調査報告27

池子通跡群V

かながわ考古学財､鯛査報告31

束向過跡(Nq33)

かな力吻考古学財凪凋査報告32

不弓引過跡趣巻大椿遺跡鶴巻

上ノ鎚過跡北欠名南蛇久保巡跡

北矢名矢際遺跡

かな力”考古学財団調査報告33

御屋敷添遺跡商森・一ノ崎遺跡

商森・窪谷遺跡

発行所

東京mi歳文化財センター

JEM都埋蔵文化財センター

東京邪埋蔵文化財センター

東京都埋戯文化財センター

束鮒噸蝿1蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター東京

部教育委員会

東京都教育委．東京部埋蔵文化財

センター

東京祁埋蔵文化財センター

東京縦R蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

来京部埋蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター

東京部埋巌文化財センター

御殿山遺跡調査団

武蔵野市吉祥寺南町1丁目辿跡発

掘調在委員会

武蔵野市吉祥寺南町遺跡調査剛

武蔵野市敬育委員会

武蔵野市教育委員会

武蔵野市教育委員会

豊沢貝塚遺跡調査会

財間法人かながわ考古学財研

財団法人かながわ考占学財研

財団法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考占学財団

財団法人かながわ考古学財間



番名

かながわ考古学財剛‘淵従報｛'f34

束揃岡・杉戸遺跡I淵'1肢・川l：

辿跡上粕屋・川上西適跡束樹

間・北三間遺跡m雌・ニミ本松

過跡

かながわ考古学財凪淵金蝿杵35

ド大槻峯適跡Ⅱ

かながわ考古学財11鯛代慨併36

池子遺跡群Ⅵ

かながわ考古学財剛綱衡報併40

符ケ瀬遺跡群XⅣ

かな力叶〕考古学財団調侮報i'f44

池子辿跡群ⅥⅡ

先人たちの軌跡符ケ瀬追跡昨発

捌捌在の記録

神奈川県埋蔵文化M脱凋査蝿告40

小柵原市総世寺製dltfl

神奈川染中井町松本大久保台巡

跡

神奈川県伊勢原市I:粕峨・ミ本

松辿跡

綾瀬市埋蔵文化財調査報(!『5上

上棚I櫛遺跡第3次潤査

神奈川隈'I'井町境大塚遺跡

及野服埋蔵文化財発捌捌代饗覧

その8

机脈_皇本松遺跡

御柱｝色根遺跡

W利遺跡

岐阜県文化財保襲センター捌代棚

ftf邸卿劉7集城ケ谷7号噴．片

Ill城跡

鴨飯大塚if墳第6次発捌捌従現

地鋭明会資料

岐'H隈文化財調従保護センターI闘

侮轍(1譜第38集西歴散逝跡

大畑西仲根3号窯発棚,淵侮報借Aド

ー多治見市埋蔵文化財発伽‘淵侮報

ft岬御輿4瑞一

北小木大谷洞31．32;｝潔発mm

従翻杵蝶一多治兇市埋蔵文化財

苑捌凋在蝿告番第45蹄一

大針塩井戸1号窯発掘鋼従報(!『禽

一多治見市埋蔵文ｲtHｹ発捌鯛従蝿

ft諜第46昂一

深山l吟漁発掘調f韻i告i<ドー多

治兇Fi郷蔵文化財発捌捌査報ft,'ド

第50号一

小名、西山3号窯発捌調代棚f'fi!ド

ー多治兄市埋蔵文化Mｲ発仙i!捌代棚

ft.'$第53蹄一

大数西Illl．2．3号駕発則‘閲侮

慨併欝一多治見市埋巌文化財発

捌網侮蝿告苔第59号一

昨岡県埋蔵文化財調査研究所側従

報併第72集下原遺跡Ⅱ

紳岡県埋巌文化財掴査研究所調在

報fIi宛73集焼場週跡B地点・

ﾉ[間而瞳跡

肺岡眼埋蔵文化財調従研究所‘閲代

報告第74集北神蝿土手遡跡他I

仲間県埋蔵文化財捌査研究所側介

錨皆卸兎2集川IⅡ、藤戯iI樋跡

肺岡叫哩戯文化財調従研究所捌侮

蝿(1翻謁9集北神蝿k手辿跡他Ⅱ

師岡県埋蔵文化財調f研究所捌従

慨杵卿薄O集進Ill城惟Ill城内遮

跡

発行所

財団法人かながわ考i'l'細ｲⅢ

財M法人かながわ躍古'､細ｲ川

財M法人かながわ考古"､細ｲ|､Ⅱ

財M法人かながわ考占学財I'll

財Ⅲ法人かながわ曙古'､細ｲ1,fl

財Ⅲ法人かながわ考1*1-,細ｵM

神奈川ﾘ,↓教育委貝会

松本大久保台遺跡鋼俺M

k軸瞳・二本松遺跡凋衛川

綾瀬.1赦育委典会ヒヒ棚巡跡発

捌調fﾖFH

中井町境大塚通跡捌在川

及野映教育委員会

及野蝿;v士見町教育委u会

及野仏嚇T-t兇町教育委旦会

及野県宙上見町数行委典会

財団法人岐阜県文化Mｲ保姻センタ

岐阜県大垣巾毅ff委旦会

述投省中部地方地$測瑚岐'iU副通I

JI『jjド筋所．財川法人岐'iU',↓文化Mオ

保蝋センター

多治見.If文化財保搬センター

多治児市文化財保姻センター

多治見市文化財保頚センター

多治見市文化財保頚センター

多治兄巾文化財保池センター

多治見ill文化財保漉センター

財剛法人師岡蝶埋蔵文化財闘代研

究所

財、法人紳岡県埋蔵文化財↓凋代研

究所

財川法人肺岡県埋歳文化財i凋介研

究所

財01法人紳岡県埋歳文化財捌介研

究所

財M法人師岡県埋蔵文化財閥rti研

究所

財剛法人静岡県埋蔵文化財‘凋代研

究所

jIド名

肺岡映埋戯文化Hi側介研究所捌侮

鞭(Ii第95築小焼Ill総合巡勤公剛

内遮跡群

紳岡県埋蔵文化財閥従研究所捌侮

鞭併第96集中米辿跡

師岡県埋蔵文化財蝿代研究所捌侮

鞭告第97集及平術､Y-辿跡

紳岡県埋厳文化財‘淵代研究所‘淵侮

報告第9別↓＆大平遮跡

締岡隈埋蔵文化Mｲ‘凋侮研究所捌従

報併第99mi-.ノ池巡跡

怖岡県埋蔵文化財'側介研究所捌介

淵告第100集徳fru辿跡

締|聞照埋歳文化HI.閥介研究所捌代

報'I『第101集梢林入辿跡

紳岡喋埋蔵文化w.凋従研究所‘凋従

餓杵第losa&ⅥⅡ抑11通跡

肺岡県埋蔵文化財‘淵在所研究‘凋従

翻告第104集御殿川流域辿跡群

Ⅳ鶴喰広Ill・中下乱週跡

肺岡叫鯉厳文化財‘淵侮研究所‘淵侮

報併第105集′l池遺跡

怖岡県埋蔵文化財I凋従研究所‘淵代

報杵第10餌&ドKi遺跡Ⅲ

肺岡県埋蔵文化財捌侮研究所‘淵従

報告第loami噺兄脈Ⅲ。Ⅳ辿跡

陥岡蝿埋戯文化財I淵侮研究所捌代

蝿告第110災掛とt過跡

肺岡県埋蔵文化財捌代研究所'凋従

wi第112集町Ill週跡

肺岡叫鯉蔵文化財鋼従研究所‘淵従

鞭告第113典水掛渡Il-城群C群

(紳岡空港C地点）

紳岡県蝿巌文化財捌従研究所捌在

蝿告第114集'1茨沢過跡

岬岡の脈像をさぐる苑伽'捌代柵

併会黄料

怖岡市立犠呂博物伽‘側.(州8－､¥

成9年度一

財、法人瀬戸ill脚職文化IIｲ‘淵従

センター調査慨併第lemi:

,砧野蟹川遺跡

財団法人瀬戸ill埋繊文化IIｲ捌企

センター調従蝿併節19災駒

前第1弓喰

財M法人瀬戸市埋蔵文化Mｲ捌介

センター調従報告第20m.if

内遺跡鋼森報借l

愛知以埋戯文化財センター'淵介柵

f1iii$第75miﾘ通､.'M-Sa335*}

1．Ⅱ

愛知県埋蔵文化財センター側rt*

ft,!$第76集束新規道辿跡

愛知県埋蔵文化財センター‘側侮側

fti!$第77集束刈安側道遡跡

愛知県埋巌文化財センター‘凋代報

貯‘酢第78mmi城巡跡Ⅲ

愛知蝋埋蔵文化財センター‘凋代報

ft.邸第79集・色l'硫辿跡巌,'.-&

愛知県埋蔵文化財センター側介蝿

ft酔第79m-色)'齢辿跡I'l然

科学．考察細

fli'l)鎧大学加速器質1A分析,il･黙紬

&ft.'ド砥）

・般国道23M'瀬道路i'l!歳文化

財発掬調査概慨X

－･般国道42蹄松坂・多気パイハス

埋蔵文化財発捌捌侮概釧wn

－･股1噸瞳475号束海環状riJift'Kifi
埋巌文化財発掘捌代概報ハ・

裳111川改修呑良州迦べ芥良州西

Ill適跡発捌‘淵企概翻

ftff所

財団法人怖岡IftiW厳文化財捌侮研

究所

財研法人緋岡蝋埋蔵文化財捌俺研

究所

財I刑法人罷岡県剛蔵文化財鋼従研

究所

財州法人僻岡県叩巌文化財掴従研

究所

財|対法人締岡喋埋巌文化財綱介研

究所

財剛法人静岡染埋蔵文化財捌侮研

究所

財団法人櫛岡ﾘ,m戯文化財I淵従研

究所

財団法人牌岡以m蔵文化財‘淵従研

究所

財I,H法人肺岡蝶埋蔵文化財鋼従研

究所

財団法人肺岡以埋巌文化財‘淵従研

究所

財団法人肺岡県埋戯文化Mｲi淵従研

究所

財、法人紳岡県叩版文化財,間侮研

究所

財団法人陥岡染i*l!歳文化財‘閲従研

究所

財団法人肺岡県蝿厳文化財捌従研

究所

財団法人肺岡県埋蔵文化財調従研

究所

財間法人肺岡映叩厳文化財捌征研

究所

財団法人師岡鼎埋厳文化財捌従研

究所

肺岡市立薙例博物伽

愛知県瀬戸市教行委仙会11ｲ1,Ⅱ拡

人瀬戸『If埋蔵文化財センター

愛知県瀬戸市教介委UHｲⅢ法

人瀬戸llf埋蔵文化財センター

愛知県瀬戸市教行委仏公財州遡

人瀬戸市埋蔵文化財センター

財研法人愛知県叫1厳文化財センタ
ー

財団法人愛知以叩蔵文化11イセンタ

財団法人愛知ILUKI!厳文化財センタ

財岡法人愛知以埋厳文化財センタ

財団法人愛知県塊巌文化財センタ

財、法人愛知県埋蔵文化財センタ

名IIi膿大学年代測定研究センター

~乏爪県埋蔵文化財センター

三噸県埋蔵文化財センター

三亜照埋蔵文化財センター

ミ亜隈埋蔵文化財センター

/7



ﾉ8

,'f名

近翌脚勤IIi道禍.'.-雌神ﾉ『線CR2

名神）川1歳文化財発捌概鞭1

尺、迩跡

_皇爪県埋歳文化財闘従慨告115-7

橋城内迩跡発捌‘闘tmft

具in蝿埋巌文化財捌従慨告1238

新徳､¥巡跡

｛爪MⅧ厳文化財鯛介慨ftl46-

l-l櫛Ill地1*内遺跡鮮発&i!調介

棚(Ifu池ノ端地区

-:n(ﾘm歳文化財側ft報借146-2

'I'の坊辿跡

皇爪蝶fl!鯉文化ⅡｲI側代報ftl46-3

W祢崎巡跡（第2次)．村祢崎占

喰鮮

-弓爪県埋蔵文化財捌従蝿ft146-7

H阪遮跡発仙Il鋼侮剛'f

imm巌文化財綱従鮒杵146-9

Ill添遮跡（第2次).HI中巡跡ほ

か

.-lift県蝿巌文化財掴従棚ft148

水術通跡発掘鋼代慨侮

ミTc映埋厳文化財鯛従鞭ft150

muﾉchi内辿跡（第2次）発捌調

従報杵

.mm戯文化財蝿代報併152

尺花寺庇陵内辿跡群発捌綱従報告

(Ⅱ）

ミTt以叫1歳文化財捌在報ft159

内Jtt外遺跡充捌‘側f聯&沓

晶iKﾘ,Ⅶ1蔵文化財綱代削i'fl60

Ill崎辿跡発捌捌代報ft

'.m叫歳文化財‘捌代鰍ft163

ヲノ坪窯跡発捌側従報借

品煎り,yi!紺文化財,凋侮報ft164

1断茶岐大ill内通跡（第2次）発捌

‘淵従科職

：i､ﾘ,叫歳文化財捌侮餓併l66-1

北条畑Ill通跡・安知水上IⅡ遺跡。

W脱堀ノ内通跡・花の木週跡

畠爪蝶埋歳文化財捌侮報杵167

検地瑚畑辿跡発捌鋼代轍告

一をili以埋厳文化財綱従報告168

雌川西mu通跡（第1次）発掘凋

従報ft

ｰﾐ砿以埋蔵文化財捌代蝿ft170

ド之川術ⅡI

iimﾘ,哩蔵文化財鋼侮蝿告174

嶋抜第1次捌代

ミT(県叩歳文化財脳f報告177

I:ノハ北川辿跡発掘凋侮報侮

：爪ﾘI↓埋蔵文化財凋従慨ft182

111ノ川脱遡跡“2次）発捌捌代

ft

§煎りI叫歳文化財側侮蝿ft183

逆淑辿跡（節1次）発捌糾侮報告

そ爪貼叩戯文化財捌代報告185

六確歳C辿跡．伊勢路道筋過跡発

捌sm翻杓

大阪ill化I.-Ⅸ桑泳遮跡発捌調代

報併

大阪llfliiftlK南住Ii週跡発掘調

侮報岱

大阪iIf,I'-野Ktil%砥跡東部地lX

苑捌縄従報併l

大阪ill平野地区必K.瓜破遺跡

苑捌鋼従鞭ftXl

ﾉ《阪ill北区尺満水廓i峠跡発掘捌

侮報(1inI

大阪.If北Ⅸ天満本願寺跡発掘捌

従報(!『ﾊ『

発行所

三亜県埋巌文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三砿県埋蔵文化財センター

三噸県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三砿県埋蔵文化財センター

三顕1雑H厳文化財センター

三亜叫哩蔵文化財センター

三噸県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

ミ亜以埋蔵文化財センター

三砿県埋蔵文化財センター

三菰1鼎埋蔵文化財センター

三亜映埋蔵文化財センター

三砿県埋蔵文化Mイセンター

三重県埋蔵文化財センター

三亜喋埋蔵文化財センター

三噸県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

二亜県埋巌文化財センター

三噸県埋蔵文化財センター

三砿典鯉蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三順雌埋蔵文化Hオセンター

三頭県埋蔵文化財センター

財団法人大阪ill文ｲUli協会

財団法人大阪ill-文ftHｲ協会

財団法人大阪ill文{tilｵ協会

財団法人大阪市文ｲ剛ｲ協会

財Ⅲ法人大阪市文ftuｹ協会

財団法人大阪市文化Mｲ協会

禽名

f-成9年度（財）八尾市文化財

凋従研究会'JF業報杵

史跡.今城塚.'r墳一平成8年度．

規模硫鯉捌従一

笈此辿跡（第8次網代）

縦‘1瀞棚I追跡（第17．18次調詞

神ﾉー f市東漣K本Ill通跡（第22次

捌佃

特別史跡姫路城跡石坦修理_l：

‘lf報告Aド(6)

安満樹Ill.'lt

I:沢Ⅱ辿跡・狐廻谷古墳・大井谷

城跡．k塩冶横穴蝋群

I叫ツ燭Ⅱ巡跡・林廻り辿跡・受馬

迩跡

洲脇Ill葡遡跡

塩沌圃唆遺跡群

勝負適跡・'蛍床古墳

渋Ill池占噛鮮

I"l生澱作1．Ⅱ｡Ⅲ遺跡

ｲiⅡI辿跡ul

Illノ糾姻跡・丘反IⅡ適跡

志抑兄ダム述股予定地内埋蔵文化

財苑&I鯛金報併ft5板屋Ⅱ瞳跡

荒船.'峨群・荒船辿跡・本庄川流

域条理弛跡（2）

品根ﾘIl敦育庁文化､鯉埋蔵文化財

‘淵frセンター年報Ⅵ平j麺年度

風-hJiiの丘地内遺跡発捌調査報告

,'ixi-iii代昌子塚古墳一

来待f市切場辿跡群

Kb根映.*.-代文化センター調査研究

.ド鹿足群H脇佃I柳村柳神

楽採鋤把

岡Ill以埋厳文化財発捌調査蝿併番

135池In敗布地．石塔鼻散布地

ほか．阿知境適跡ほか

岡Ill大学櫛内遺跡発掘鋼盃報告第

14冊fl蝿岡大辿跡10

湾jf7l)頃倉敷『1理厳文化財調

従紺ft第7集

岡Ill城一:の丸跡中田電力内山下

変屯所述‘没に作なう調金報告

広Kﾙ輝機統合移転地埋蔵文化財発

伽‘捌錦f報XⅣ

ドI則1脚1歳文化財捌在淵告“6

雌lⅡⅡ側府跡

惚貼り,哩好町埋歳文化財調査報併

第1巣大柿過跡

辿跡

徳胤映三好郡山野町埋蔵文化財発

掘.Ert報悔.'$加茂野宮遺跡

阿波海I櫛大里2弓墳

阿波諏肯大型2牙城

徳品大f膿蝿巌文化財調査報告番

第1巻庄．巌本過跡1

火内過跡・臥I!i]遺跡一来勘大橘

述‘没に伴う埋戯文ｲtHt調盗報告書

堀3集一

斎院・古照

発行所

¥¥m法人八Idllf文化Mｲ捌従研究会

渦槻ill牧行委u会

神ﾉー 『市牧Tf委此会

神戸ll鍛育委凸会

神戸市教tt委似会

姫路市

商槻iiirt委貝会

述投省川製i:it,！【筋所・肪根ﾘ,↓撒

育委貝会

巡投行松江I側道地‘没']I務所肋根

映教育委仙会

巡投省松江I剣道地‘没'J『務所品桃

県教育委口会

述投行松江Ifil道池‘没Ii:筋所Kh根

県数行委仙会

述投行松江I刊道述‘没'1$街所Kh根

県敬行委仙会

述‘没街松江I剣道趣‘没’jI勝所肋根

県教育委凸公

述投省松江I副道述投‘lド勝所勘根

映敏が委凹会

述投行松江|刊道述投'jI筋所励根

賂教育委旦会

述没1&?松江I側道述.ffi'Jド紡所3ｶ機

貼敬行委仙会

述投省松江I副道述‘没‘lド勝所Kh根

ﾘI↓教行委Ll会

朋根ﾘ,卜敏ff委仏会

品根ﾘI轍行委仙会

胤根蝿教育委仙会

崎根映教青委uaii本道路公1，11

脇根映.'.-代文化センター

岡Ill蝶牧ft委旦会

岡Ill走捗埋歳文化貼側従研究セン

ター

倉敷叫職文化財センター

中I叫屯ﾉj内Ill下変遡りf述‘没'J【粟i'l!

蔵文ｲttlｲ捌従委仙会

広励大学統合移蛎地m職文化財‘淵

喬委n

~ド|典川i敬育委瓜会

こ_I好町牧行委u会松Id線埋厳文

化財苑ni!捌介委仙会

三野町教育委u会

三野田轍育委11余

徳勘大学考.',-学研飛ｲi徳品以海

部郡海南町牧行委仏会

徳島大学考I1i学研究ｲ《徳肋拠海

部郡海南町敬行委貝会

徳砧大学埋戯文化財淵在室

財団法人愛娘県埋蔵文化Mｲ調代セ

ンター

財1,N法人愛娘以叩厳文化財捌侮セ

ンター



Iド名

I叫I瑚縦nrifflpK道埋蔵文化財‘凋従

fflft."ⅨⅡ一伊r巾編u－猿ケ

行21)城．k品行原.'lift.大人塚
I'lJft.名遡池.i'iat.脱池迩跡．lIq
芥花辿跡．銘I'l遺跡.iMllll辿跡．

兎渡』虹I辿跡

発行所

財側法ﾉ、愛姻ﾘ,↓埋巌文化財,淵代セ

ンター

‘Iド澗

下光於緑遺跡

稲間町文化財‘淵慌州ft,'第7集

i'l'内殿I:'f峨群

柵間町文化財‘淵ff報iIfIl第9災八

M中IJd'f峨群

柵間町文化財捌従報ft,'ド第lorn
下光柄帖巡跡

祁丸棚も適跡柵I順I文化財凋代

淵告K第nm

八並中脈辿跡細I川町文化財網代

報行i』擁13典

-.[1月町文化IIｲ‘閲代報ft黙第8災
上'i乱遺跡l

－Zujj町文化財‘淵従蝿告諜第9災
眺ﾐ遺跡Ⅱ

佐賀.1戊化財I側代科沿､1$第87m
金立過跡Ⅱ．'～9区の調企

佐賀ill文化11ｲ,側代剛ln1第ssm
久常遺跡・友!.'(辿跡・束千jj過跡

ft:Hilf文化財‘淵代剛'r,'$第89m
牟田寄辿跡

佐賀ill-文化Mｲ‘淵従慨ft.f第9om
修理IⅡ遺跡Ⅱ

佐賀iIf文化財‘闘従蝿ft,!第9im
オャ寓腸鎚跡（2．3区）

佐賀llf文化財flllftflift,'ド第92m
束千布辿跡（第5区）

佐賀.If文化財‘淵従蝿簡諜第93m
坪のl遺跡l

佐侭市文化財I卿介剛好1It第94m
コマガリ辿跡

佐賀ill-文化財捌代剛';-,'-$第gsm
琵琶1$鑓跡6Kの,側従

佐賀ill文化Mｲ‘側従蝿ft>F第gem
佐賀ill-文化財砿,鯉‘捌代報ft.'ドー
1993．1994年l災一

佐賀『W文化財wtt報門井第97集

赤井M瞳跡IK．先立Ill遺跡1lx

-晶光村の遺跡i光村文化財捌介

報皆番（第2染）倉辿_ユツ塚1*1
戦倉辿平IIi城

一ﾐ光地><過跡鮮発ﾊﾙ淵企概報ハ．

・股I側道10場線'I'池バイハス埋

蔵文化財‘凋俺報(li0lド（5）安平
遺跡城Ill週跡ノ<根川遺跡

一般l叫道10ii11II!バイハス述股に

伴う埋歳文化Mｲ発Ill鯛侮報告謀Ⅱ

rim.1滴瀬遺跡聯の‘側在2乎崎
辿跡大部辿跡

ノL州自動>mm係測職文化財調介
棚杵,'J(8)かわじ池遺跡

ノL州内勤IIf道I仏l係tt!蔵文化財調介

鰯杵,'ド(9)佐､¥16鎚跡lも湘
辿跡群イjⅡI塚ケ脱il-城群

大分県文化Ⅱｲ,側侮ft,ド第99
__を本木辿跡

大分雌文化財‘州介報ft,'ド第100
大分のlifj〃後Iﾘ城

祁野東部地Kに伴う発掘調査報｛'ナ
IⅡ

}も竹道跡.ill第V過跡

lニノ原､12服へ辿跡'I'fl*.市文化Mイ
‘淵在報告節20典

'I'津城ド町辿跡ルCHIJ･御川屋敬跡
中沌FIf文化11ｲ捌代鮒'『第2im

柵励遮跡人畑地Ⅸ（Ⅲ）定留遺跡
IAl地〆'I'fitllf文化uｵ‘凋企鞭皆
第22集

熊本u,↓本渡ill-文化IIf淵侮報皆#3$
8集本渡北小,､拶校プール遺跡調
介報杵11＄

発行所

紙間町教育委典会

Mill]町教青委u会

柵|Ⅲ町教育委旦会

柵間町教帝委u金

紙間町教育委旦会

柵間町教育委旦会

佐倒蝶小城郡一iII〃町数行委興会

佐闘県小城郡皇IIﾉ1町牧育委員会

佐倒ll赦行委幽会

佐賀it轍育委典会

佐賞it敵育委仙会

佐倒『|赦育委貝会

佐賀-I赦育委興会

佐側llf教育委貝会

佐倒.1敏脊委旦会

佐賀ll赦育委貝会

佐賀ill教育委U

佐側it敵庁委旦会

Ij9村I!本迦跡一県道今治｝､mm

の巡‘没に伴う埋蔵文化財綱従側'I-

‘8$第1典一

w野ｲドII件辿跡通谷池2Slttt

財剛法人愛娘眼m歳文化財‘凋代セ
ンター

財'11法人愛姻ﾘ,↓埋厳文化財‘凋介セ
ンター

財団法人愛媛IW-tfl!厳文化財捌介セ
ンター

砿畑迦跡一一般図道196}｝ﾉ>､治

パイハスm厳文化Nｲ調盃報(Ii,lド
Ⅲ一

糸ilir.!i:坑堪糸山ミカン件遡
跡姫内城跡Ⅱ次

'I'駄場遺跡

財団法人愛姻映恥厳文化財闘代セ

ンター

財団法人愛姻ﾘI叫1歳文化財凋介セ
ンター

財M法人愛媛ﾘ',1*11歳文化財‘凋従セ
ンター

松Ill市教fi委仙会（財）松Illllf'i-

派学習財川刈1巌文｛剛イセンター

松山ill-教ft委旦会（財）松山ilf'l-:
涯学習財l-iltt!厳文ｲtilイセンター

松Illr1敵行委仙会（財）松Ill市ﾉI-

派学課IIｲ|､Ⅱ叩厳文化uイセンター

松山市教行委His(IIｲ）松Illllf'i-
派学習財川KI!歳文化ilオセンター

松山市教tf&LXH(財）松til市'I-
派学課財I､m¥厳文化ilオセンター

松山iff敬行番仙会（財）松山市'1；

涯学習財141*1!厳文化Mケセンター

苅ul町教行委u会九州大‘.族文‘,波

湯築城跡

松III.If文化財‘淵介報9『背62k

峠ケfrtfi跡Ⅱ－9次鋼衡一

松I(I.If文化財i凋従殿告辞63#|
I'l芥2ilia

松Illiff文化財‘淵侮報告I$64和

気．鼎江の辿跡

松Illllf文化財‘捌侭端午,'f65ii
jl:・浮穴の辿跡

松Illill-文化財捌代錨告bI67柵

汗､¥迦兎の辿跡Ⅱ

松ilnlfif歳文化財鋼従年報X

榊塚11蛾

部考古'､戦研究顎

久留米llftttf藩u会久制米llf文化IIｲ捌在報/I↑禅第
131集筑後I叫府跡

久ffl米.ill文化財鋼ft鰯併Iド第

132典〃蝿小路遺跡

久制米.If文化財掴ftffift.'ド第
133ma鯨過跡

久制米lli文化Hｲ捌代報fIrタド第
134典筑後I剛府跡

久制米ill-文化Mｲ鋼ftfcift,'$第
135典筑後I叫府跡

久研米llf文化財‘凋炎報杵沖第
136災筑後l副府跡

久制米ill文化財鋼ft報併Iド第

137災大沸､'f遮跡Ⅱ

久冊米ill-文化11ｲi捌侮報告Aド第
issm艶水l'.-峨群

久葡米ill-文化財an報告,1ド第
139災筑後I聯f跡国分*跡、11
成9年度苑捌‘淵企概要

久制米llf文化財鋼ft報併,1ド第
140災久制米ill内遺跡群

l吾塚Ili城苑捌‘淵fE及び保存幣伽
mft

Ii丸及件巡跡求像ill-文化財側介
ft.BB44Jli

野坂新Ill求像市文化財調侮側ft
,1ド第45m

油桂木遡跡前陳.1『文化財↓淵侮報
ilii”泥4災

川城川ｲiﾊi地K辿跡群uiK/Kiili
文化財棚介柵IfiI卸弼5災

f-.戯巡跡Ⅲ那珂川町文化財‘淵侮
Sift.'$第4im

､12巌巡跡Ⅲ那珂川町文化財‘淵侮
Mft4第4im

城ノド遺跡群那珂川町文化財閥介
fflft,'8B42Jte

城ノI巡跡群那珂川町文化Mｲ,淵代
州f';-,!S$R42m

へ
罫
へ
蕊
へ
ま
へ
蕊
へ
蓋
へ
蕊
へ
ま
へ
蕊

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
ｊ

姿
委
委
委
委
否
委
委

介
行
行
行
行
が
行
介

敬
撒
敬
救
教
牧
敬
教

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１

つ
色
■
甲
●
①
■
ザ
●
。
■
ざ
包
む
■
。
●
■
■
９
寺
①
■
″
４
Ｇ
Ｆ
巴
●
■
■
伊

一
Ｉ
一
Ｉ
雫
Ｉ
１
・
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

米
米
米
米
米
米
米
米

罰
制
繍
翻
留
翻
留
留

久
久
久
久
久
久
久
久

佐賀市教行委貝会

大分県ド毛郡-そ光村牧行委員会

大分以下毛郡三光村教行委旦会

大分貼敬育委貝会

ﾉ<分映教育委仏会

大分映教H委典会

ノミ分県教行委貝会

久留米ill-牧育香u会

桂川町教ft委仙会

雅像『If教行委u会

宗像市教ft委仙会

伽原『i敵行委u会

Mtei巾教行番い会

那珂川町教行委u会

那珂川町教育姿u公

那珂川町数行委凶会

那珂川町敬行委u会

大分ﾘﾑ教育委旦会

大分以敬育委u会

大分県ift入郡久ｲI:町牧行委仙会

ﾉ<分りI砿入郡久住町教行委旦会

'I'fl'.-I赦行委貝会

'I'Will戦育委旦会

'I'fitllf較台委典会

熊本ﾘ,↓本渡ill-教育委仙会

/9
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-!ド名

熊本火'股埋蔵文化ﾛｲi淵従塩年側
4-1997年度一

城I櫛町文化財関金鋼'rsrsiom

阿1筋城跡

新御堂遺跡一町道舞脈'I'央線逓

路改良工事に伴う発捌鯛従一

宮崎叫哩蔵文化財センター発捌‘凋

従錨皆苫第7集広水野遺跡神

殿遺跡A地区

1;『崎県HI!蔵文化財センター発伽捌

在蝿ft課第8災尼平．櫛Ki辿跡
榊原遺跡

密崎県埋蔵文化財センター発捌捌

侮測併苔第9集前Ill週跡

宮崎県埋巌文化財センター発捌凋

従報併番第10梁市位適跡

寓崎県埋蔵文化財センター発掘i凋

俺報告苫第11集荒迫遮跡

宮崎県埋蔵文化財センター発捌闘

侮甑告書第1型'&東九州側勤'1t

道関係埋蔵文化財発捌I凋金概喪報

{'両瓢（西部～消武）

えびの市叩蔵文化ﾛｲ澗介flKIM節

22集畠明寺辿跡

鹿児島市蝿蔵文化財網代報借,1＄
(22）滝ノ神火薬製適所跡

鹿児島市埋巌文化財調代報ftft

(23）祇園之洲砲台跡

伊集EW埋蔵文化財発捌捌盗報ft
ft(10)

入来町埋蔵文化財発捌鯛従側岱』ド

（6）鹿村ケ迫遺跡

入来町埋蔵文化財発捌澗代剛ftft

（7）向山寿昌寺峯帥跡

加世1冊市埋蔵文化財発捌捌代蝿ft

ﾒ（15）特ノ原追跡第1分冊

鹿雌『i蝿蔵文化財発捌鋼従報f1iiIド
(51）中ノ原(VD週跡

鹿雄市埋蔵文化財発捌鋼任報f1i＃
(53）谷平（Ⅵ、過跡

鹿臆『i趣蔵文化財発捌捌在轍僻ft
(54）鹿屋城tt(n)遺跡

鹿屋市埋蔵文化財発則‘淵従報借ft
(55）宮ケ原遺跡

川辺町埋蔵文化財発捌iWftffift,'ド

5供獲塚遺跡

川辺ﾛ哩蔵文化財発捌捌従紺併,1ド

6鷹爪野遺跡

輝北町埋蔵文化財調従錨借､1$（1）

前床遺跡鳥居ケ段遺跡

金錐田鯉蔵文化財濁査報ftft(9)

上水流遺跡第1次凋従

金蝿町埋蔵文化財調従細併‘り

(10）持帥松遺跡第1次潤従

itill本文化研究所賎:.l24加i汁
出麻紛ノロ祭紀綱在報ft

沖純の文化財V測蝿文化財紺

那朝『If文化財調査柵irilF銘刈古
璃鮮（1）

那靭市文化財調侮鍬.ftft第ssm
銘苅原遺跡

図録・目録

苫小牧の埋蔵文化財（抑文時代・

前期綱

祢小牧市埋蔵文化財センター概挫

f-成10年度企画展はにわのlit界

芹沢けい介作品展

製作二I程の考占学

多浩見市文化財センター研究紀盤
第4号市所蔵.'.-陶磁図録1

苑行所

熊本人学埋蔵文化貼凋従篭

城南田轍育委u会

新御堂遺跡鋼従M

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎防戦1蔵文化財センター

宮崎県埋歳文化財センター

宮崎県埋巌文化財センター

宮崎県埋巌文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県えびの巾敬育委瓜会

鹿児島市教育委此会

鹿児島市教育委此会

伊集岸I教育委仙会

入来田轍育委旦会

入来町教育委旦会

加世田市教育委仙会

鹿屋市教育委此会

鹿屋市教育委仙会

鹿屋市教青委此会

鹿屋ili教介委u会

川辺町教育委旦会

川辺日蝕育委旦会

卸北田轍育委仙会

金峰日轍育委u会

金峰日轍育委貝会

鹿児島短期大学南II本文化研究所

沖縄県教育委凶会

那馴rIf教ft委u会

那覇1叶敵行委旦会

苫小牧市文化財センター

苫小牧市文化財センター

千葉県立〃総風土‘拙の庇

大田匡立郷士博物航

大田区立博物鮪

多治見市文化財保噛センター

Iド瀦

第ism-.m,↓蝿戯文化財考古学

からみたIiKの木の文化

第171卵「§ml蝿1歳文化財展三砿

のはにわ

新版I対録．枚方の過跡

f-成10年度冬季企画展装い文

化あれこれ浦野』”コレクショ

ンから

V-成10年度秋季特別展大化の薄

弗令

｢発捌されたII本列品.97」地域鵬

示ひょうご恢脚の街から

たんけんくらしきの古代

平成9年度企画鵬発掘くらしき

道只と木のはなし平成10年度秋

の展示会

平成10年度辱古企画展ひろしま

の古代寺院寺町廃寺と水切り瓦

苅出､唯史黄料館秋の特別展示

周防灘西I櫛沿ﾊ&地域の[抑文文化］

西と束の純文土器

I｝M卿O間年aa念特別展氏森羅万

象に遊ぶ

第14!!|特別展［火のm掘って出

し］

上野脇麹跡ハネルディスカッショ

ンin束舟〔

鹿児烏.If立ふるさと考古歴史館

常設鵬示図録

発行所

-im映埋戯文化財センター

三iR映埋戯文化財センター

財M法人枚方ill-文{tHｵ研究調企会

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

神戸il敵行委u会

倉敷埋歳文化財センター

愈敷埋戯文化財センター

広烏映立雁史民俗資料節

広励映な雁史腿俗資料館

苅Ⅱ1町教育委典会

北ﾉL州市立考古博物航

大分il雌史資料館

城南町雁史民俗資叢樹､

鹿児島蝿教育委旦会

鹿児烏市倣ふるさと歴史考古餓



付編桜ケ丘団地IoJ－lO区（受水槽設置地点）にお

ける発掘調査

1調査に至る経過

鹿児島大学では，桜ケ丘団地内に受水槽を設置す

ることになり，医療技術短期大学部（現医学部保健

学科）の北側に位置する，学生寮（各種学校寄宿

舎）のすぐ北がその予定地とされた(Fig.11)。本
地点の南約100mの臨床研究棟増築地.難治性ウ

イルス疾患研究センターにおける発掘調査では，弥

生時代から縄文時代早期までの遺構や遺物が出土し

ている。また，東約200mの地点のMRI-CT装

置棟建設地での発掘調査2)は縄文時代早期を中心

とする土器や石器などが出土しており，1点のみ，

縄文草創期の打製石雛も確認された。

これらのことから本地点においても該期の遺構や

遺物の存在が予想されたため，埋蔵文化財調査室で

は本地点においても発掘調査を行うことになり，平
成6年5月16日～6月15日にかけて実施した。

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

室員大西智和・'11紫山いづみ・古津生

発掘調査作業員池口洋人・瀬戸口諭・吉永幸

子・永里幸子・西之園ツヤ子・中村いつ子・矢住

純子・馬場千寿子・新原和子・佐々木智子・上原

文代・有馬美恵子

調査補助陣内高志（鹿児島大学法文学部3年）

3調査の経過

表土と客土は重機を用いて除去した。2層上面

で，溝状遺構やピットなどを検出し，3層上面では

多数のピットを検出した。その他，地層横転も確認

できたo4層上面では調査区北東部において，縄文

時代早期に比定できる住居跡を，軒確認した。各遺

構について写真撮影及び実測を行い，調査区東側壁

面の層位断面実測図を作成して作業を終了した。
2調査体制

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室室長
上村俊雄

4層位(Fig.12)
1層表土層，客土などを一括して1層とした。

2層いわゆるアカホヤと

呼ばれる火山灰層であり，

明褐色(7.5YR4/4)を呈

し，粘性は帯びていない。

2，層色調は褐色（7.5Ⅷ

4/4）を呈するが一定して

いない。2層に相当すると

考えられるが，かなり濁っ

た色調を呈する。2～3

cm大までの際,2cm大ほ

どの薩摩火山灰の粒子な

どを含んでいる。

3層黒褐色(7.5YR2/2)

を呈するシルト質層。2cm

大程度（まれにそれよりも

大きいものも見られる）の

薩摩火山灰をブロック状

に含む。縄文時代早期の

遺物包含層である。

4層燈色(7.5YR6/8)を

呈する層でいわゆる「薩摩

火山灰」層である。粒子の

答弧学佼寄柵禽

0201、

Ｌ
こ＝＝＝＝＝＝＝＝

Fig.1l調査区の位置8=1/1000

2ノ
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'。

－

ab

－

blc

－

Fig.12層位断面（東壁)S=l/50

大きさにはバラエティーがあり，粗いものから非

常に細かいものまで見られる。

5遺構

2層上面検出の遺構

SD1(Fig.13A)

SD1は調査区の南東部で，表土層を除去した段階

で検出された。北東から南西方向へのび，北西から

南東方向へと落ち込んでいる。深さは，もっとも深

いところで,37cmを測る（東壁断面Fig.12下段)。

埋土は暗褐色(10YR3/4)を呈するシルト質土で，

粘性をやや帯びている。砂粒などはほとんど見られ

ない。1cm大までの燈色の粒子や2．3m大の白色の

粒子を含んでいる。調査区内では片側の立ち上がり

のみしか確認されていない。各土層には砂粒が含ま

れることが多いが，溝状遺構にはほとんど見られな

い。また，造成される以前の地形図を参照すると，

このあたりは，畑であったことがわかっている。こ

れらのことから,SD1は溝状遺構ではなく，畑の段

cId

0

－

79．4m

blc

－

79．4m

2m

－

79．4m

落ちであった可能性も考えられる。

遺物は，古墳時代成川式1点(Fig.25-69),陶磁

器類数点(Fig.25-70～75)が出土し，少量の縄文
土器胴部小破片も認められた。

3層上面検出の遺構

土壌状遺構(Fig.l3B,Tab.6)

3層上面で多数の土墳状遺構（ピット）を検出し

た。埋土はいずれも2層の土である。ピットは調査

区の西側と東側に集中しているが，形態や大きさな

どは一定しておらず，性格は不明である。土壌の深

さを検出面からの比高差で示しておく(Tab.6)。い

くつかの土城状遺構（ピット）の埋土中からは，縄

文早期土器が出土している(Fig.19-15．20,Fig.

23-52など)o

地層横転（Fig.13B・’4）

遺構ではないが，地層横転が調査区の中央部やや

南側，そして，調査区の南東隅から2カ所が確認さ

れた。検出した層は3層上面である(KD1,KD2)。
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78．4m

－

、

－ F－－’

Fig.14地層横転(KD1断面)S=1/30

Tab､6土城状遺構の深さ
南西方向である(KD1)。

層は，

①基本土層の2層に対応

②2層と3層の混じったもの。粘性がなく，褐色

7.5YR4/4をベースに，基本的には混ざりの少ない

アカホヤ。①層もブロック状に含まれる。

③基本土層の3層に対応

④3層と4層の混じったもの。粘性はなく，黒褐色

7.5YR2/2をベースに，サツマ火山灰ブロック(0.2

~5cm大）を多く含む。

④-1は，よりサツマ火山灰に近いブロック状の土。

⑤2層と4層の混じったもの。粘性はなく，褐色

7.5Ⅶ4/6ベースに，サツマ火山灰ブロック(0.5cm

大）をごくわずかに含む。

⑥2層と4層の混じったもの。粘性はなく，褐色

7.5Ⅷ4/6ベースに，サツマ火山灰ブロック(1-

3cm大）をごくわずかに含む。

3．4層は基本土層に対応する。

後者は，平面形が不定形だが円形に近く，長さ約

2.4m,幅は不明，深さは未計測である。倒木方向

は西方向と判断された(KD2)。

遺構名形状深さ(m)備考

撹乱土塘のため削除

土堀内ビットの最深部を計測

土塘内の最深師を計測

f定形

桐円形

梢円形

ヒット

f定形

不定形

ヒット

ヒット

ヒット

ヒット

ヒツI、

不定形

不定形

術円形

不定形

ヒット

ヒット

ヒット

ヒット

ヒット

ヒット

ヒッI、

ヒツト

ヒット

ヒット

ヒット

ヒッI、

ヒソト

ヒット

ヒット

ヒ．．'卜

不定形

F定形

上･ﾉI、

ヒゾト

ヒット

ヒシI、

ヒシI、

ヒット

ヒツト

ヒット

ヒット

ヒ･ｿト
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土壌内の最深部を計測

土塘内ビットの最深部を計測

土壌内の最深部を計測

土壌内ピットの最深部を計測

土壌内の最深部を計測

土壌内ビットの最深部を計測

4層上面検出の遺構

竪穴住居跡（Fig.13C・’5）

竪穴式住居跡(SK44)が1軒検出された。検出

面での規模は南北長約3.9m,東西長約2.9mを測

り，プランは隅丸長方形を呈する。埋土は3層土で

あり，検出面から床面までの深さは約20～SOcmであ

った。しかし，これはあくまで今回の検出面からの

深さである。竪穴内の四壁に沿って15個ほどのピッ

トを検出したが，これらが柱穴になるものと考えら

れる。床面から炉跡は検出されなかった。この住居

跡の形態的特徴は，加栗山遺跡例3)に近似する。住

居跡内の埋土からは石器や土器片が8点出土してお

り，その中には岩本タイプ(I類）・前平式土器

(Ⅱ類）が含まれることから，この住居跡について

土壌内の最深部を計測

土壌内ビットの最深部を計測

前者は，平面形は不定形であるが，隅丸の長方形

に近い。長さ約3.0m,幅約2.4m,深さは約Imで

ある。風倒木による地層横転である可能性が高く，

その土層横転の状況から判断すると，倒木方向は，

2‘
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が，2層のアカホヤや4層

の薩摩火山灰層からも，わ

ずかではあるが出土してい

る。層による遺物の時期差

は認められないため，3層

からの混ざりこみの可能性

は否定できない。遺物の接

合関係を検討したところ，

調査区の東半部に遺物が

集中している，という以外

に，特に有意な結果は得ら

れなかった(Fig.16)。

Fig.15住居跡(SK44)S=l/50 荷は手前のピット，赤は後ろのピッ|､各見通
し，記号はFig.16凡例に:;じ

土器(Fig.17～25,Tab.7

～9）

1）縄文時代

本調査区資料の縄文土器

は，早期前葉段階に属する

｢貝殻文系円筒土器」のう

ち，前平式系土器に当たる

ものがほとんどを占める;

以下，口縁部，胴部，底

部資料の順に記す。

①口縁部資料ほか

I類一口唇部に工具を

は，縄文時代早期前葉の年代を想定したい。

住居検出面以下のレベルで出土した遺物は，図化

可能なものが，土器（Fig.17－1・Fig．19－17・
Fig.24-68).石器（Fig26－78．81）などである。

しかしながら,Fig.17-1の土器は.Killの土器と接

合し.Fig.24-68の土器も，出土レベル差が最大

50cm,蝦大距離約lOill離れた資料との接合関係にあ

る(Fig.16)。検出而以下での出土状況は，床面近

くにⅡ類があり，若干高い位置にI類が出土してい

ることは確認できる(Figl5)。しかし，ほとんどが
破片資料であることからは，住居跡内に入り込んで

いる土器の大半は，自然埋没する過程の住居跡の凹

地に流れ込んだことによるもの，と判断した。

6出土遺物

本地点からは全部で約700～800点の遺物が出土し

た。そのうちのほとんどは土器片であるが，石器も
少量見られる。出土した土器のほとんどは縄文時代

早期の前平式土器と呼ばれるものである。多くは円

筒形を呈するが，角筒とIi平ばれるものも少量見られ
る。施文方法や，口縁部の形態にはいくつかのバリ

エーションが認められる。

最も多くの遺物を包含していたのは3層である

強く押しつけ，鋸歯縁を形成するもの。一般的に

「岩本タイプ｣5とIi平ばれる土器である(1)。

Ⅱ類一貝殻の縁辺部の刺突によって，口縁部上半

文様を描くもの。手法によって，細分した。

a)貝殻縁刺突によって，一～二段の文様を巡らす。

刺突文は，・つ一つが独立し離れるものと，切り

合うものがあIﾂ，並びは，刺突が口唇部と垂直な

もの，斜位のものとがある。口縁部下半文様とし

て，貝殻縁による横位貝殻刺突文を一～二段巡ら

せるものもある。また，貝殻条線を胴部に施すも
のもある（2～14)。

b)やや押し引き手法のように刺突幅の拡大するも

ので，正確には器面から一端引き抜いているよう

である。よって，「押し引き状文」と呼んでおく。

基本的には，三段櫛成で，口縁部に横位に押し引

き状文を巡らすが，縦位に巡らすものもある。口

縁部下半の貝殻縁による横位刺突文は見受けられ

ないが，胴部へ貝殻条線を施すものも多く，刺突

文を施すものも認められる(15～20，23．24)。

c)貝殻の殻頂部を押し当てることによって施文す

るもの。円形の沈文になる。資料数は少ない
(21-22)0

Ⅲ類一へラ状工具による刺突文によって，口縁部

25
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Fig.17土器(1)S=1/3I類(1).Ha類(2～11

上半文様を描くもの。文様個々は，独立したもの

や，切り合うものとがある。文様列の並びは，口

唇部と垂直なもの，斜位のものとがある。口縁部

下半文様である横位刺突文を一段巡らせるものも

ある。胴部に，ヘラ描きによる鋸歯文を巡らすも

のも認められる（25～29)。

このⅡ．、類は，従来の前平式の範|曙にあると考

えられる。

I類

lは，口径約12cmの，比較的小型に属するタイプ

である。外面はほとんど焼成時のハジケと思われる

外器面の剥落に覆われており，地文が定かではない

が，わずかに残存する部分から思料して，先端の柔

軟な植物質の工具で調整されているものと考えられ

る。口唇部の造りは，断面形状が内面側に傾斜し，

また，口唇部を丸みのある工具によって外面側から

押さえることにより，鋸歯状口縁を呈している。口

縁端部には横位の貝殻刺突文を二条巡らし，右から

左方向の施文であると考えられる。裏面は表面と同

様の工具によって調整されている。工具幅はlem前

後のようである。

Ⅱa類

2は，枇位の貝殻条痕を地文とし，比較的大型の

貝を立てて貝殻刺突文を巡らす。刺突し，引き抜い

ている方向から見て左から右への施文である。裏面

は荒れており調整は不明瞭だが，引きずられている

27
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混和材の方向から見て，右から左方向に施されてい

るものと考えられる。

3は，横位の貝殻条痕を地文とし，縦位の貝殻刺

突文を左から右方向へ巡らすものである。裏面は荒

れているが，ヘラナデを横位に施しているようであ

る。

4は，横位の条痕を地文とし，口縁部に縦位の貝

殻刺突文を巡らすもので，引き抜く方向から見て，

右から左方向へと巡らしている可能性がある。裏面

は，ヘラナデを右から左上方向へ施し，口縁端部付

近は横位のヘラナデが施される。

5は，横・斜位の条痕を地文とし，特に資料の下

半では，綾杉文状に重なることから，文様として意

識している可能'性もある。口縁端部には左から右方

向へと貝殻刺突文が巡らされる。裏面には右下から

左上方向へと目の細かい擦過があり，口縁部付近は

横位に施されるようである。しかし，器面の荒れに

よって調整工具は不明瞭である。

6は，横位の貝殻条痕を地文とし，口縁部に貝殻

刺突文を二段に巡らすものである。施文方向は，引

き抜きから見て左から右であると考えられる。上下

段の新旧関係は，一部の切り合いから見て，下から

上であると思われる。また，擦り切り技法による穿

孔の一部が残っている。焼成後穿孔である。裏面は

ヘラナデが横・斜位に施される。

7は，口縁形状の歪み，口唇縁の傾斜などから考

えて，角筒形土器になる可能‘性がある。口唇部は平

坦だが，内面に向かってやや傾斜している。外面の

地文は，横位の貝殻条痕が施されるが，斜位に貝殻

条線が施されている。文様は貝殻ともへラ状工具と

も判断のつかない刺突文が施されているが，切り合

いが不明瞭なため，文様単位が分からず構成も不明

確である。内面の器面調整は，右から左へのやや強

めのヘラナデが施されている。

8は，胴部資料であるが，胎土，器面調整の特徴，

器厚などが7と合致している。角筒土器であること

を示すコーナーが形成され，その部分の外面は斜位

の貝殻条痕が施されている。

9は，資料が小さく判然としないが，横位の貝殻

条痕を地文とし，口縁端部に刺突文を施文する。施

文具は小型の貝と思われ，それを縦に連続して巡ら

すようである。資料左端の部分で，その上から施さ

れる文様に切られることから，右から左方向への施

文であると考えられる。裏面には細かい条痕状の跡

が残り，施文具と同様のものではないかと考えられ

る。

10は，小破片であり，器面の荒れがひどいが，諸

特徴は11と合致し，同一個体であると類推される。

11は，口唇部を平坦に形成するが，内面に向かっ

てやや下り気味になっている。外面は貝殻条痕を横

位に施し，比較的浅い貝殻刺突文が二段巡らされ

る。上段目は，右上がりの斜位の刺突がなされ，そ

れが口唇部にまで及んでいるため，鋸歯状に形成さ

れているように見える。そういう要素からは,I類

との近似性が窺える。二段目は縦位に施されてい

る。上下段の切り合いは不明瞭だが，刺突文個々

は，左から右周りに巡らされるようである。内面は

貝殻条痕の後，指ナデを施しているようであるが，

小破片のため判然としない。

12は，下から左斜め上方へむかう貝殻条痕を地文

とし，口縁部に，貝を縦にして貝殻刺突文を施文す

るものである。施文具である貝の引き抜き方から見

て，右から左巡りの可能‘性がある。その直下に横位

の貝殻刺突文を一条巡らすが，その方向は不明であ

る。裏面は荒れているが，ヘラナデによって下から

左斜め上方向へと調整されるようである。

13の諸特徴は,14に近似し，同一個体であると考

えられる。

14は，ほぼ全形の窺える円筒形土器である。口径

約11cmである。横・斜位の貝殻条痕を地文とし，そ

の上から貝殻条線を五月雨状に巡らしている。地文

というよりも文様を意識しているように思われる。

口縁端部には，斜位の貝殻刺突文を巡らし，横位の

刺突文をその直下に一条巡らしている。裏面は，

縦・斜位のへラ削りを施した後，口縁部は横位のヘ

ラナデを荒く残している。

Ⅱb類

15は，横・斜位の貝殻条痕を地文とし，小型の貝

(？）による押し引き状文を，下から上方向へ二段

巡らすものである。裏面は，ヘラナデを右下から左

上方向へと施した後，口縁端部には横位のへラ削)

痕を明瞭に残す。

16は，口唇部を平坦に整形するもので，外面は，

文様帯で破損しているために，地文は不明である。

文様は，肋の荒い貝によって施される貝殻押し引き

状文が二段認められるが，本来，何段構成になって

いたのかは不明である。左から右方向であると考え

られる。上下段の順序は不明確である。裏面は横位

のヘラナデが施される。

17は，口唇部を平坦に面取りし，浅い貝殻刺突文

を施している。外面の地文は，横位の貝殻条痕で，

口縁端部には貝殻押し引き状文を口縁部に二段巡

らす。下段から上段の順に施されている。その直下

には横位の貝殻刺突文を一条巡らす。また，胴部に

貝殻刺突による鋸歯文状の文様が施されていたよう

である。裏面は，横位のヘラナデが認められる。



鐸
－

、

遣
雲
＝

1
‐
〆
．
＝
●
今
む
D

くぎ
‘÷
斧一
・一

色
"

＝
－
－
℃
グ
ー
●
5
●

皇
■

一 口 一 一

，ボ
吋
で

'
0
●

瀞
傾
跡
調

I
解
職
鰯
溺

い
り

雑

0
l
O
c
I
n

ｰ
ゞ
，
’

心 ℃
F
i
g
.
1
8
土
器
(
2
)
S
=
1
/
3
l
l
a
類
(
1
2
～
1
4
)



30

蕊愚I患蕊
雷零弓~ﾘｰ震騨

16

零識鐸皇

‐

螺亨~I琴琴

簿さ0~蕊
18

Fig.19土器(3)lib類(15～20),lie類(21.22)

15

18は，外面が貝殻条痕を地文としており，ほぼ垂

直に条線状に施されるものもある。口縁端部には左

から右方向への貝殻押し引き状文が二段施されてお

り，下段から上段の順である。裏面は，横位の浅い

へラ削りが比較的良好な状況で残存しており，工具

幅は5imn前後である。

19は，口縁部断面形状が先細り状に形成される

が，端部は幅狭の平坦部を有している。文様帯で破

損しており，外面の地文は不明確である。文様は横

位の貝殻押し引き状文が四段認められるものの，本

来の構成は不明である。押し引き状文は，全段とも

間断があり,18とは異なり，ややランダムに配され

ている。裏面の調整は，幅1cm前後の植物質の工具

による，浅い擦過が横位に認められる。

20は，口唇部は先細り状であるが，押さえによっ

て幅の狭い平坦部を形成している。外面の地文は横

位の貝殻条痕を施し，貝殻条線によって鋸歯文を描

くようである。口縁部は貝殻押し引き状文を横位に

四段巡らすが，全段ともに断続的に配され，その押

圧部は，上下段が交互に配置されている。裏面は，

浅いヘラナデ状の調整を斜位に，口縁部付近は横位

に施される。

23は，円筒形土器で，口径約14cmである。口唇部

は平坦に形成されている。外面の地文は横位の荒い

貝殻条痕である。口縁部は，横位の貝殻押し引き状

文が間断なく，二段構成で描かれている。文様の方

向は，貝の引き抜き方から見て，左から右方向であ

ると考えられるが，上下段の順序については不明確

浄書l~奮篭．

蕊唾~I琴

扉篭すり 慧噛
零句I鏡議旬
010cm

臣-.---------‐‐－－－’

20

である。裏面は，器面が荒れており調整が不明瞭で

あるが，細かい擦過が認められる。なお，胴部にお

いて，4箇所に擦り切り穿孔が認められるc

24は，角筒形土器である。角部が波状口縁の頂部

になっている。口縁部付近は，比較的角張っている

が，胴部に移行するにつれやや丸みを帯びているも

のと考えられる。口唇部は，平坦面が形成されてい

る。外面の地文は，横・斜位の貝殻条痕を施した

後，直状の貝殻条線，菱形状の貝殻条線などを施

し，文様を意識していると考えられる。口縁部文様

は，貝殻押し引き状文を三段構成で口唇部に沿って

施している。文様の方向は左から右方向になってい

るが，器面が荒れているため，上下段の順序につい

ては定かではない。内面は比較的深めのへラ削りを

右から左方向へ施し，胴部下位では左上がりの調整

になっている。

Ⅱc類

21は，全体的に器面が荒れており，小破片のため

不明確ではあるが，口唇部が舌状に形成されるもの

で，口縁部文様は，貝殻腹縁部の押圧，あるいは貝

殻殻頂部の押圧を三段巡らすものと考えられる。地

文については器面の荒れのためか判然としない。し

かし，資料下位に，斜位のへラ状の併走する浅い沈

線文が描かれている。裏面も荒れており，調整が判

然としないが，横位方向の幅広の擦過が認められ

る。

22は，文様，器厚，胎土，色調などは21に近似す

る口縁部付近の資料であるが，同一個体であるとは
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Fig.21土器(5)S=1/3III類(25～29)

し当てている。口唇縁がやや波状を呈することか

ら，角筒土器の特徴も備えている。外面の地文は粗

い貝殻条痕を左上がりに斜位に施している。幅5mm

前後のへラ状工具によって，器面に対してやや下斜

めから刺突し，二段巡らしている。その直下には，

横位の貝殻刺突を一条巡らしている。裏面は荒れて

おり，幅広の工具による擦過が認められる。

②胴部資料

胴部資料は，小破片が多い。よって残存部の調整

と文様の特徴から，四類に分類した。

I類

I類は，植物質の先端の柔軟な工具によって施さ

れた擦痕を地文とするものである（30．31)。表裏

面ともに横位に施される。出土量は少なかった。

Ⅱ類

Ⅱ類は，横位・斜位の単純な貝殻条痕を地文とす

るもの（32～40)。基本的には，縦・横・斜位の単

純な条痕調整をするが，その原体である貝殻縁の粗

密がある。出土量は，比較的多い。

Ⅲ類

Ⅲ類は，煩雑な貝殻条痕を施して地文とするもの

(41～48)。出土量は比較的多い。

Ⅳ類

Ⅳ類は，地文である貝殻条痕の上から，貝殻条

線・列点などを施し，規則性のあるモチーフを意図

したと考えられるものをまとめた（49～58)。50．

51などは縦位の貝殻条線を施すものである。52は縦

位の貝殻条線に，縦位の列点文を並走させるもので

あり，53は五月雨状の縦位列点の傍らに鋸歯文を描

確言できない。外面地文は，斜位の貝殻条線らしき

ものが認められるほかは，不明瞭である。文様は，

小型の貝の殻頂部ではないかと思料されるものの，

単なる押圧ではなく，やや反時計回りに工具を捻り

ながら施文している。外面の調整は，横・斜位の幅

広の擦過が認められる。

Ⅲ類土器

25は，口唇部が押さえられるものの，丸みを帯び

て形成される。文様部分で破損しているために，不

明瞭だが，ヘラ状工具による刺突文が斜位に，羽状

文のように配置されている。内面は，浅いヘラナデ

状の調整がなされる。

26は，諸特徴が27と合致し，同一個体と考えられ

る。

27は，口唇部を外面に向かって傾斜するような舌

状に形成したものである。外面地文は，横・斜位の

貝殻条痕である。口縁部はへう状工具による刺突文

が三段巡らされており，その直下にへう状工具によ

る鋸歯文が巡る。刺突文は，やや斜め下から器面に

向かって刺突されるが，三段の施文順序は不明確で

ある。鋸歯文の描く方向も判然としない。裏面の器

面調整は，比較的深めに施される。胴部は縦位のへ

ラ削りが施され，口縁部付近は横位方向に施されて

いる。混和材の引きずられ方から見て，胴部は下か

ら上へ，口縁部は右から左へと調整されている。

28は，波状口縁部でないが，他の諸特徴が29に合

致しており，同一個体であると目される資料であ

る。

29は，口唇が平坦に形成され，貝殻肋を斜位に押
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Fig.22土器(6)S=1/3胴部｜類(30.31),II類(32～40),III類(41～48)
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Fig.23土器(7)S=1/3胴部IV類(49～53

細は不明である。底面は，ランダムにヘラナデ状の

擦過が認められる。内面はナデ調整のようであり，

立ち上がり部に指頭痕が残っている。

60は，底径約10cmを測る。接地面と立ち上がり部

との角は，シャープである。外面調整は，ヘラナデ

状の擦過が横位に認められるが，底面については不

明瞭である。内面は，粘土接合部も消されずに残っ

ており，底面へ胴部の粘土を押しつけたようになっ

ている。その部分まで貝殻条痕が認められ，比較的

粗い調整のみで終えたものであろう。

61は，内外面ともに荒れているため，詳細は不明

確だが，外面は横位にへう訓整状の擦過が認められ

る。

62は，外面調整が縦位・横位に施される。立ち上
がり部は横位に指ナデされている。底部を接着した

際の指頭痕が認められる。底面は比較的丁寧に調整

いている。54は列点を縦走させ，三又に垂下させ

る。55～58は列点文であるが，ほとんどが二単位な

のに対し，58のみが一単位である。出土量は比較的

多い。

③底部資料

底部資料は，立ち上がり部の調整の状況によっ

て，三類に分類した。

I類一底部立ち上がり部と接地面の角付近まで器

面調整が及ばないもの（59～63)。

Ⅱ類一調整力職位・斜位に底部角まで施されるも

の（64．65)。

Ⅲ類一底部角の調整が立ち上がり部で縦位に施さ

れるもの（66～68)。

I類

59は，底径約9cmを測る。接地面と立ち上がり部
との角は，シャープである。外面の残りが悪く，詳
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Fig.24土器(8)S=1/3底部I類(59～63),II類(64.65)、Ill類(66～68)

され，磨かれたようになっている。内面も丁寧に指

ナデ調整される。

63は，外面に斜位の貝殻条痕を施した後，立ち上

がり部角をへう状の工具によって，横位に掻き取っ

ている。底面・内面については，ヘラナデ状の擦過

が残り，内底面はナデられる°

Ⅱ類

64は，外面に粗い貝殻条痕が横．斜位に施され

る。胴部に近い部分には，貝殻条線が二条認められ

る。接地面と立ち上がり部との角は，シャープであ

る。底面はヘラナデが比較的強く施され，内面もま

た同様である。

65は，外面に斜位の貝殻条痕が施される資料で，

底面については不明瞭である。内面は横位のヘラナ

デ状の擦過が残る。

Ⅲ類

66は，残りが悪く，詳細は不明確だが，角部に，

明瞭な縦位の縦位の貝殻条痕が施されていることか

ら，ここに含めた。角はシャープに形成されてい

る。外底面は，ヘラナデ状の擦過が施されている。

内面は縦位のヘラナデ状の擦過が認められるが，そ

の後丁寧にナデられたように非常に滑らかである。

67は，底面接地部と立ち上がり部を縦．斜位に貝

殻条痕を施した後，横・斜位に施される。外底面は

磨かれたか，器面が潰れたように滑らかになってい

る。内面は横位の非常に浅い擦過が認められ，ナデ
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Tab､7土器観察表(1)

脅蕊調壁混和材種別器種色調No.層 備号

lKD1-3届.SK44I類深鉢外面:にぶい橿色7.5YR6/4.内面:にぶい礎:角閃石.粗砂:石英･白色3外面:繍維質工具による擦痕.内面:繊小型土器.外面フトヒH』50-心､v､逗邑化UJKOノ笹･rW山』;1－勺､V，嘩苫周l刈恒･価”;恒夫・に

黄褐色10YR5/3.肉g黒色10YR2/1粒･黒色粒
ブト回:…風-L是i－よo露】氏.''1皿:唾'』､q製工誌.グト旺

維質工具による擦痕．に破裂痕縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
部

口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
胴

外面:にぶい褐色7.5YR5/3.内面:5YR6/6.粗砂:石英;多･白色;多･黒色；
肉:緑黒色10GY2/1.多

22層 Ⅱa類 9外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデーナ摩耗
デ？

外面:明黄褐色10YR7/6橿色2.5YR6/6.内藻:白色粒.粗砂:角閃石･石
面:黒色10Y2/1主体に明黄褐色10YR6/6.英.細砂:黒色粒．
肉:暗灰色2.5YR5/2．

外面:にぶい黄褐色10YR5/3.内磯:黄色.粗砂:石英･白色･黒
面:10YR6/5.肉:緑黒色10GY2/1.色

Ⅱa類33層 外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

煤の付着3

2外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ．42届 Ⅱa類

外面:黄灰色2.5Y4/1.内面:にぶい橿色
7.5Y7/4.肉:にぶい橿色7.5YR6/4．

磯:白色粒･赤色粒.粗砂:石
英;多･黒色粒;多･灰色粒・
白色粒

磯:白色粒.粗砂:石英;多･黒
色粒

53層 Ⅱa類 8外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナやや摩耗気味
デ？

外面:にぶい黄橿色10YR7/4黒褐色
10YR3/2.内面:にぶい黄燈色10YR6/4黒
褐色10YR3/2.肉:黒色l0Y2/1．

外面:にぶい黄色2.5Y6/4.内面:洩黄色
2.5Y7/4.肉:浅黄色2.5Y7/4．

63層 Ⅱa類 外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

やや摩耗気味．
煤の付着

6

7K,1－2．3層Ⅱa類 粗砂:石英･黒色粒 2外面:貝殻条痕.内面:ナデ？煤の付諦

外面:にぶい黄色2.5Y6/3内面:にぶい黄粗砂:石英･黒色粒
褐色lOYR4/3．

2外面:貝殻条痕.内面:貝殻条痕．8KDl-2層Ⅱa類

外面:明赤褐色5YR5/6.内面:にぶい橿色粗砂:石英･白色粒･黒色粒
7.5YR2/1.肉:黒色7.5YR2/1．

外面:貝殻条痕.内面:貝殻条痕？鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁
鉢
縁

深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部
深
口
部

92層 Ⅱa類

外面:橿色5YR6/6.内面:黄橿色10YR8/6.粗砂:石英･白色粒･黒色粒；
肉:オリーブ黒色5Y3/1.多

5外面:?､内面:貝殻条痕?． やや摩耗気味Ⅱa類102届

5外面:貝殻条痕.内面:貝殻条痕?．やや摩耗気味外面:橿色5YR6/6.内面:橿色5YR6/6.肉：粗砂:石英･白色粒･黒色粒；
オリーブ黒色5Y3/1.多多

Ⅱa類113層

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

摩耗気味外面:黒褐色2.5Y3/1.内面:黒褐色
2.5Y3/1.

粗砂:石英122層 Ila類

外面:貝殻条痕.内面:へラ削り．外面:黒褐色2.5Y3/1.内面:橿色
7.5YR6/6．

磯:白色粒.粗砂:石英･黒色
粒

Ⅱa類133層

4外面:貝殻条痕.内面:ヘラ削り．煤の付藩外面:橿色5YR7/6浅黄橿色10YR8/4.内磯:白色粒.粗砂:石英･黒色
面:にぶい黄橿色10YR6/4暗灰色粒;多
2.5Y4/2.肉:黒褐色2.5Y3/1．

外面:橿色7.5YR6/6.内面:黒色10Y2/1浅磯:白色粒.粗砂:石英
黄色2.5Y7/4橿色7.5YR6/6.肉:浅黄色
2.5Y7/4．

外面:黒褐色10YR3/1にぶい黄燈色粗砂:黒色粒
10YR6/4.内面:にぶい黄橿色10YR6/4tB
灰色10YR4/1.肉:黒褐色10YR3/1.

外面:にぶい黄褐色10YR5/3.内面:にぶい磯:白色粒.粗砂:石英･白色
黄褐色10YR5/3．粒･赤色粒

14撹乱層｡2.3層Ⅱa類

外面:貝殻条痕→ナデ.内面:へラ削り．Ⅱb類l5SK25

外面:?.内面:'､ラナデ→ナデ．163R Ⅱb類

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

Ⅱb類l7SK44

外面:貝殻条痕.内面:へラ削り．外面：橿色5YR6/6.内面;橿色5YR6/6.肉；粗砂:石英･白色粒･黒色粒
黒色5Y2/1．

183層 Ⅱb類

外面:?､内面:繊維質の工具による擦
痕．

外面:橿色7.5YR6/6.内面:にぶい橿色粗砂:石英･黒色粒･白色粒．
7.5YR6/4.肉:黒色N2/0.

Ⅱb類19318

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ？．

外面:にぶい黄色2.5Y6/3.内面:にぶい黄磯:白色粒.粗砂:石英･白色
色2.5Y6/4.粒･黒色粒

2OSK12-2.3層Ⅱb類

5外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ?．

外面:にぶい黄栂色10YR6/4.内面:にぶい磯:石英･白色粒.粗砂:石英；
黄橿色10YR6/4.肉:黄灰色2.5Y4/1.多･黒色粒;多

212層 Ⅱc類

5外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ一ナ煤の付着
デ?．

外面:にぶい黄色2.5Y6/4.内面:にぶい黄磯:白色粒.粗砂:石英;多・黒
橿色10YR7/4.肉:黒色10YR2/1.色粒;多

223層 Ⅱc類

6外面:貝殻条痕.内面:繊維質の工具やや摩耗気味．
による擦痕．煤")付着

外面:にぶい黄橿色10YR7/4.黒褐色磯:白色粒.粗砂:石英;多・黒
10YR3/2.内面:にぶい黄橿色10YR5/4暗色粒;多
褐色10YR3/3.肉:にぶい黄橿色l0YR7/4．

外面:浅黄橿色7.5YR8/6にぷい橿色粗砂:石英･赤色粒･黒色粒
7.5YR7/4.内面:いぶい黄橿色l0YR7/4．
肉:黒色7.5YR2/1．

232.3層Ⅱb類

2外面:貝殻条痕.内面:へラ削り→ナデ.内面に炭化物
らしき付着物

24撹乱･2.3層Ⅱb類
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Tab.8土器観察表(2)

No.層

253層

262層

272．3層

282層

293層

303層

313層

323層

333層

343層

353厨

363層

373層

383届

39撹乱層

403層

412層

423層

433層

種別馨穂色園 混和材

而扇一藻蘇一界面冒隔渇芭2.5Y3/1冒丙面蚕灰産磯:白色粒.粗砂:石英
口縁2.5Y4/1.肉:黒褐色2.5Y3/1．
部

、麺深鉢外面:橿色7.5YR7/6.内面:黄褐色磯:白色粒;多･粗砂:石英
口縁2.5Y5/3.肉:黄灰色2.5Y4/1．
部

Ⅲ類深鉢外面:橿色7.5YR7/6.内面:橿色7.5YR7/6m-白色粒;多.粗砂:石英;多
ロ縁にぶい黄橿色10YR6/4.肉:黒色lOYR2/1．
部

Ⅲ麺深鉢外面:にぶい黄柾色10YR7/4橿色粗砂:石英･白色粒･赤色粒
口縁7.5YR6/6.内面:にぶい橿色7.5YR6/4.肉：
部黒色10Y2/1．

Ⅲ類深鉢外面:黒褐色2.5Y3/1橿色7.5YR7/6.内面:粗砂:石英･白色粒･赤色粒
口縁明黄授色10YR7/6.肉:黒色10YR2/1．
部

胴I類深鉢外面:にぶい橿色7.5YR6/4.内面:明褐色粗砂:石英･黒色粒.細砂:黒
胴部7.5YR5/6．色粒;多．

胴I類深鉢外面:明赤褐色5YR4/6.内面:灰黄褐色細砂:石英･黒色粒;多・
胴部10YR4/2.肉:黒色lOYR2/1．

胴Ⅱ類深鉢外面:笹色5YR6/6.内面:にぶい黄橿色磯;白色粒.粗砂:石英．
胴部lOYR6/4．

胴Ⅱ類深鉢外面:橿色5YR6/6.内面:にぶい黄色
胴部2.5YR6/3．

胴Ⅱ類深鉢外面:橿色7.5YR6/6.内面:にぶい褐色
胴部7.5YR5/3．

磯;白色粒;多.粗砂:石英；
多･黒色粒．

磯:白色粒.粗砂:石英.細砂：
黒色粒．

胴Ⅱ類深鉢外面:にぶい黄橿色10YR6/4.内面:にぶい磯:白色粒･石英.粗砂:石英・
胴部黄橿色10YR6/4.黒色粒.細砂:黒色粒．

胴Ⅱ類深鉢外面:橿色5YR6/6.内面:にぶい黄橿
胴部10YR6/3黒褐色2.5YR3/1．

胴Ⅱ類深鉢外面:黒褐色10YR3/1.内面:にぶい黄橿
胴部色10YR6/4.黄灰色2.5YR4/1．

磯:白色粒･石英;多.粗砂:石
英;多．

磯:白色粒･石英;多・粗砂:石
英;多・

胴Ⅱ類深鉢外面:褐灰色7.5YR4/1明褐色7.5YR5/6.BB:白色粒.粗砂:石英．
胴部内面:黒色lOYR2/1．

胴Ⅱ類深鉢
胴部

胴Ⅱ類深鉢
胴部

外面:授色7.5YR6/6.内面:授色7.5YR6/8.83:黒色粒･白色粒･石英.粗
砂:石英･黒色粒.細砂:黒色
粒．

外面:概色7.5YR6/6.内面:授色7.5YR6/8.細砂:白色粒;多･石英･肌色
粒;多．

胴Ⅲ類深鉢外面:橿色7.5YR6/6.内面:にぶい黄橿色磯:白色粒;多.粗砂:石英･白
胴部10YR6/4.色粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

胴、類深鉢外面:橿色10YR6/4.内面:暗灰黄色
胴部2.5YR5/2．

胴、類深鉢外面:授色10YR6/4.内面:オリーブ黒
胴部5YR3/1．

磯:白色粒;多.粗砂:石英･白
色粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

442層､KD1-2層胴、類深鉢外面:橿色7.5YR6/6.内面:にぶい黄橿色
胴部lOYR6/4．

磯:白色粒;多･黒色粒.粗砂：
石英･白色粒･黒色粒.細砂：
黒色粒．

磯:白色粒;多･粗砂:石英･白
色粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

452層

・463層

胴、類深鉢外面:褐灰色7.5YR6/4.内面:にぶい黄掻礎:白色粒･黒色粒.粗砂:白
胴部色10YR6/4.肉:オリーブ黒色5YR3/1.色粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

胴、類深鉢
胴部

47撹乱層胴、類深鉢
胴部

外面:浅黄色2.5YR7/3にぶい黄橿磯:黒色粒･白色粒･赤色粒．
l0YR6/4..内面:にぶい黄橿10YR6/4.肉：粗砂:白色粒･黒色粒;多・細
黒褐色2.5Y3/1.砂:黒色粒;多・

外面:にぶい黄橿色10YR6/4.内面:オリー磯:白色粒;多・粗砂:石英･白
プ鼎5YR3/1.色粒;多･黒色粒.細砂:黒色

粒．

外面:にぶい黄橿色10YR6/4.内面:にぶい磯:白色粒;多.粗砂:石英･白
黄橿色10YR6/3.色粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

483層 胴、類深鉢
胴部

爵塑鯛整 備考

外面:?.内面:ヘラナデ?．

5外面:貝殻条痕.内面:へﾗ削り．煤の付着

5外面:貝殻条痕.内面:へラ削り．

5 外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

5外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ？

3外面:繊維質の工具による擦痕.内面：
繊維質の工具による擦痕．

3外面:繊維質の工具による擦痕.内面：
繊維質の工具による擦痕．

5

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ一ナ
デ．

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ一ナ
デ．

3外面:貝殻条痕.内面:ヘラ削り一ナデ．

外面に破裂痕．
煤の付着

裏面はやや摩
耗

3外面:貝殻条痕.内面:繊維質の工具内面に接合痕
による擦痕．が認められる

7

4

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

摩耗

2外面:貝殻条痕.内面:ナデ．擦切り穿孔あり

5 外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

5外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ．

3外面:貝殻条痕.内面:ヘラ削り．

2外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ．

4外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ．

3外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ．

3外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ．

5外面:貝殻条痕.内面:へラ削り．

4外面:貝殻条痕.内面:ナデ．

5 外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデーナ
デ．
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Tab､9土器観察表(3)

爵蕊鯛整No.@ 種別器種色調 混和材 備考

503届 胴Ⅳ類深鉢外面:檀色7.5YR6/6言丙而弓橿芭7万YR6/6了麗7百芭蔽租謬汚冥冒百琶
胴部粒.黒色粒.細砂:黒色粒．

3外面:貝殻条痕.内面:ヘラ削り.．

512層 胴Ⅳ類深鉢
胴部
外面:禍灰色7.5YR4/1明褐色7.5YR5/6．
内面:黒色10YR2/1.肉:黒色黒色
10YR2/16.

外面:橿色7.5YR7/6.内面:にぶい黄概
10YR7/4.肉:黒褐色lOYR3/1．

砿:白色粒.租砂:石英･白色
粒･肌色粒.細砂:黒色粒．

外面:貝殻条痕.内面:ナデ．

胴Ⅳ類深鉢
胴部

52SKl2 磯:白色粒.粗砂:石英･白色
粒･肌色粒.細砂:黒色粒．

4外面:貝殻条痕.内面:へラ削り→ナデ．

533層 胴Ⅳ類深鉢外面:橿色5YR6/6.内面:にぶい黄概
胴部10YR7/4.肉:黒色2.5YR2/1．

粗砂:石英･白色粒･黒色粒．
細砂:黒色粒．

2外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ．

542層 胴Ⅳ類深鉢外面:明黄褐色10YR6/6.内面:明黄褐色
胴部2.5YR7/6． 粒

粒
粒

色
色
色

黒
黒
黒

。
ｅ粒
粒
粒

色
色
色

赤
白
紅
白
位

粒
英
色
英
色

色
石
黒
石
黒

白
砂
砂
砿
砂

磯
粗
細
粗
細

3外面:貝殻条痕.内面:へラ削り一ナデ．

553層 胴Ⅳ類深鉢外面:橿色7.5YR6/6.内面:にぶい黄担
胴部10YR6/4.肉:黒色2.5YR2/6．

外面:貝殻条痕.内面:へラ削り．

562届 胴Ⅳ類深鉢
胴部
外面:授色7.5YR6/6灰黄褐色10YR5/2.内粗砂:白色粒.細砂:黒色粒．
面:にぶい黄色2.5YR6/4黄灰色
2.5YR4/1．

外面:にぶい黄色2.5YR6/4.内面:にぶい磯:白色粒.粗砂:石英･白色
黄橿10YR6/4.粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

外面:貝殻条痕.内面:へラ削り．

573届 胴Ⅳ類深鉢
胴部

3外面:貝殻条痕.内面:ヘラ削り．

胴Ⅳ類深鉢外面:にぶい黄橿色10YR6/3.内面:にぶい粗砂:石英･白色粒･黒色粒．
胴部黄褐色10YR5/3.細砂:黒色粒．

583層 外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデーナ
デ.

1

底I類深鉢外面:にぶい黄色2.5YR6/3.肉:黒色
底部2.5YR2/14.

593層 磯:白色粒･黒色粒.粗砂:石
英･白色粒･黒色粒.細砂:黒
色粒．

粗砂:石英･白色粒･黒色粒．
細砂:無色粒．

4外面:ナデ.内面:ナデ？．

底I類深鉢外面:にぶい黄色2.5Y6/4.肉:凧色
底部2.5YR2/16.

3外面:ナデ.内面:貝殻条痕．602層

底I類深鉢外面:橿色7.5YR6/6.内面:にぶい黄褐色
底部2.5Y5/3．

9外面:ヘラナデ→ナデ？､内面:ナデ．隈:白色粒;多.粗砂:石英･白
色粒･黒色粒.細砂:黒色粒；
多・

磯:白色粒.粗砂:石英･白色
粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

612層

3外面:貝殻条痕及びナデ.内面:ヘラナ
デ→ナデ．

底I類深鉢外面:にぶい橿色7.5YR6/4.内面:暗灰黄
底部色2.5Y7/4.肉:黒色2.5YR2/13.

622層

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ一ナ
デ．

底I類深鉢外面:授色7.5YR6/6.内面:にぶい黄褐色磯:白色粒.粗砂:石英･白色
底部10YR5/3．粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

633層 3

3外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ？．底Ⅱ類深鉢外面:にぶい黄橿色10YR6/4.内面:にぶい藻:白色粒.粗砂:白色粒･黒
底部黄橿色10YR6/4.肉:黒色2.5YR2/9．色粒.細砂:黒色粒．

643層

外面:貝殻条痕.内面:ナデ．底Ⅱ類深鉢外面:にぶい黄櫨色10YR6/4.内面:鼎褐粗砂:石英.細砂:黒色粒．
底部色lOYR3/1．

653層

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ一ナ
デ．

底Ⅲ類深鉢外面:にぶい黄檀10YR6/4内面:黒褐色
底部2.5YR3/1．

粗砂:白色粒･黒色粒.細砂：
黒色粒．

3662層

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

底、類深鉢外面:にぶい黄色2.5Y6/4.内面:黒色
底部2.5YR2/17.

磯:白色粒;多・粗砂:石英･白
色粒･黒色粒.細砂:黒色粒．

5673暦

外面:貝殻条痕.内面:ヘラナデ→ナ
デ．

内面に炭化物
らしき付着物

底Ⅲ類深鉢外面:にぶい橿色7.5YR6/4.内面:にぶい礎:白色粒.粗砂:石英;多・白
底部黄褐色10YR6/4オリーブ鼎5Y3/1.色粒･鼎色粒.細砂:黒色粒．

4682.3層.SK44

2外面:ナデ.内面:ナデ．外面:にぶい黄橿色10YR7/4.内面:にぶい磯:石英.粗砂:石英.細砂:赤
黄橿色10YR7/4.肉:にぶい黄笹色色粒･黒色粒
lOYR6/4

成川式喪69SDl

2）古墳時代(Fig.25)

図化可能な口縁部資料は1点のみである。他にも

胴部資料があった。

69は，口唇部がやや丸みを帯びており，外反する

喪である。その特徴からは，古墳時代でも前半期に

位置づけられる。SD1出土。

によるもの，と考えられる。

68は，底径約13cmを測る。立ち上がり部に縦位の

貝殻条痕が施された後，横・斜位の貝殻条痕がやや

上部に巡らされるようである。外底面は，ヘラナデ

状の擦過が不規則に認められる。内面・内定面もま

たヘラナデ状の擦過が認められる。内底面は，その

後ナデられるようである。
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Fig.25土器・陶磁器S=1/3

状文で埋められるようである。時期は明治以降のも

のであると考えられる。

石器(Fig.26,Tab・10)

76は縦長剥片で，顕著な刃こぼれをもち，若干の

使用痕が観察される。素材剥片ではないと考えられ

る。石材は黒曜石である。産地は三船産である可能

性が高い。

77はスクレイパーで，破断部と反対側に認められ

る主に腹而側からの打撃による二次加工によって，

刃部が形成されている。

78は不定形剥片と思われる。若干の使用痕が認め

られる。

79は不定形剥片と思われる。図上端部は折断によ

る可能性もある。

80は不定形剥片の先端部と思われる。両側辺に若

干の使用痕がある。この剥片が折断されたのか折れ

た部分の使用かは不明確である。先端部の潰れは使

用の結果ではない可能性がある。

81は磨製石斧の加工途中の調整剥片である可能性

がある。研磨面は3面認められ，いずれも角を潰す

ように研磨される。

82は牒器の一部であり，大型ブロックを素材と

し，二次加工によって刃部を形成している。刃部は

使用後に生じたものと考えられる。

83は磨石か石Ⅲの破片であると考えられる。破損

が著しく，わずかに磨面力椛認できる。一部，赤色

になっているところから，火を受けた可能性があ

る。

陶磁器(Fig.25)

口縁部資料，底部資料のみ図化した。全てSD1出

土遺物である。

7i)は，無文の磁器で，器厚約0.2cniで非常に薄手

である。口唇部は丸みを帯び，直状口縁で，素地が

接合部で剥がれる。猪口の可能性もある。

71は，染付けの端反碗である。外面文様は，口唇

部直下に圏線が巡り，文様が描かれているが，文様

構成などは不明確である。内面に文様はない。内外

面ともに軸に細かく気泡状の汚れが目立つ。二次的

な加熱を受けたものであろうか。清朝代の可能性が

ある。

72は，染付け碗の底部で，高台接地部のみ粕が掻

き取られ，外底面まで施粕される。腰部で弱い稜が

認められ，折れるようである。腰折れ部直状に文様

があるが，構成など不明確である。

73は，陶製の蓋である。外面から口唇部まで施紬

される。薩摩焼の可能性がある。

74は，陶製の蓋で，口唇部は折りIlllげられ，玉縁

状をなす。外面のみ施卵Illされている。薩摩焼の可能

性がある。

75は，口径約13cmを測る，底の浅い染付け皿であ

る。口唇部は，約1.5cni幅で稜花状に浅く挟りが入

っており，薄い鉄紬が施されている。プロポーショ

ンは緩やかにカーブしているが，腰部に不明瞭な稜

がある。外面には文様が少なく，染付けで鯖蛤

(？）が上向きに描かれているほか，高台に至る部

分には圏線が一条巡る。内而は文様で埋め尽くさ

れ，緑色の花文が二輪描かれている。また，空白部

をおいて，青色の簡I略化した亀甲文がびっしりと描

かれており，両者ともに型紙摺りである。内底面

は，正確な文様構成が不明確である。破線を内面胴

部文様との境界として，その内部を半割した同心円

7まとめ

この調査の成果として，縄文時代早期の住居跡を

検出したことが挙げられる。平面形態が隅丸方形を

呈することや，壁面四方に沿ってピッ|､が巡ること
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Tab・10石器観察表

No.出土地種別器種 材質最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm)重量(g)備考

二次加工によって刃部を形成

顕著な刃こぼれをもつ

顕著な刃こぼれをもつ｡竜ケ水産？

顕著な刃こぼれをもつ

顕著な刃こぼれをもつ

763層石器スクレイパー

773層石器剥片

78SK44石器剥片

793咽石器剥片

803層石器剥片

81SK44石器磨製石斧片？

822層石器石皿？磨石？

832層石器磯器

岩
石
岩
岩
岩
岩

岩
山
曜
山
山
岩
山
山

頁
安
鼎
安
安
頁
安
安

4．9

4

8．3

7.4

5.35

6．5

6．9

12

3．6

3．2

5．1

5．3

9.9

3.35

65

10

0．95

1

1．8

1．7

2

9．5

6．1

0．4

17.6

8

46

54.1

77.5

14.2

350

55
大型ブロックを素材とし、二次加[に
よって刃部を形成

する難治性ウイルス疾患研究センター建設地で行わ

れた調査では，集石遺構が検出されており，かなり

広い範囲にわたって当該時期の遺構が存在している

と考えられる。

出土した遺物は土器がもっとも多く，石器も少量

出土している。層位的に，型式学的先後関係を裏づ

ける成果はなかった。また，遺構や平面的位置関係

などからは，鹿児島県加栗山遺跡で検出された住居

跡3)と非常に類似している。今回の調査では住居跡

の検出は1軒のみであったが，調査地点の東側や南

側に住居跡が存在する可能性は高いと考えられる。

また，この時期の住居跡とセットで検出されること

が多い，集石遺構や連穴土城のセット61は検出され

なかった。しかし，本調査地点の南，約70mに位置
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も同様である(Fig.16)。土器の集中地区は確認で

きるが，各類型が重なり合うように出土しており，

有意な状況は認められない。土器が破片資料の多い

こと，不定形土壌の周りに集中していることなどか

らは，自然地形の凹地に土器が堆積したものとみな

した方がよさそうである。あるいは，今回の分類

は，土器が小破片のため，文様要素によって行っ

た。その分類方法に問題がある可能性も否めない。

第3層のいわゆるアカホヤからの遺物出土も少な

くないことが注意される。本地点におけるアカホヤ

層が2次堆積の可能性のあることも含めて，今後検

討していきたい。

土器のほとんどは，「広義の」前平式土器の範晴

であるが，施文方法にはかなりのバリエーションが

認められる。これらの多様さが何に対応するものか

明らかにする事はできなかった。今後の課題であ

る。

「広義の」前平式土器（研究者が最大公約数的に

もっている前平式の型式概念）の編年は，これまで

以下のように細分されている。河口貞徳が「前平B

式<二>前平式」の1～2段階に7)，長野真一が「岩本

タイプ→永野タイプ→加栗山タイプ」の3段階に鋤，

新東晃一が「岩本式→前平式→（前原遺跡段階）→

知覧式」の3～4段階に91，本田道輝が「前平式→

南州神社タイプ→椿ノ原タイプ」の3段階に10'，高

橋信武は，「岩本タイプ→前平B式（続岩本タイプ）

→永野タイプ→加栗山タイプ」の4段階'')である。

本遺跡の場合，高橋編年'2)に照らし合わせると，

本遺跡のI類（岩本タイプ）→Ⅱa類・Ⅲ類（続岩

本タイプ：前平B式）→Ⅱb類（永野タイプ）の三時

期が認められ，前平B式→永野タイプへの二時期が

中心である。本遺跡のⅡc類は，永野タイプ（本遺

跡のⅡb類）の時期に存在するだろうとの高橋提言

があり13)，本調査でも首肯される。

しかしながら，本遺跡出土の土器群があまり知ら

れていない文様バリエーションをもつ資料を含んで

いることは確かである。例えば，前平B式段階には，

貝殻条線を上下に，さみだれ状に多条に施すもの

(Fig.18－13．14)。Ⅱc類のように数列の貝殻殻頂

部の圧痕文を巡らせるもの（Fig.19-21.22）など

である。永野タイプの時期では，「押引状文」を下

から上へと行い，縦位に二列巡らすもの(Fig.19-
15),上下段の「押引状文」を互い違いに配列する

もの(Fig.19-20)などが認められ，この時期の多

様な文様バリエーションを知る資料となった。ま

た，角筒土器の外面コーナー部に，ヘラ描き・貝殻

刺突文を施さない点なども旧知の角筒土器よりも簡

素である。さらに，角筒土器は，地文となる貝殻条

痕を，横位に丁寧に施すものが比較的多いが，本遺

跡の例ではやや煩雑な地文で調整され，地文である

のか貝殻条線のように文様を意識したようなものな

のか不明確なところが多い。本遺跡の角筒土器が明

瞭なコーナーを形成しないことと関連づけられるな

ら，これがより未発達的な胴部の条線として位置づ

けられる可能‘性がある。また，胴部地文上に描く条

線は，直線文系の条線のみで，曲線文系の条線はな

かったことなど，型式学的に古く位置づけられると

考えられる要素も認められた。

地点は異なるが，本地区（桜ケ丘団地1-10区）か

ら南東方向に位置するE-8-9地区では，曲線文系

条線が比較的多く，新しい要素をもっている土器群

と出土している肌'o

底部については，コーナー部の調整の手法から便

宜的に分けたが，Ⅲ類の場合，後出の型式である

｢知覧式（＝加栗山タイプ与栴ノ原タイプ＝加栗山

式)」に最も盛行する手法であるが，前平式系の古

段階から出現することは類例遺跡からも窺えるよう

である。後出に盛行する要素である以上，前平式系

のなかでも新しい要素に属すると考えてよいだろ

う。しかしながら，接合資料が認められないため，

どの文様バリエーションの土器のものであるかは確

言できない。

以上，本遺跡の縄文土器の編年的位置づけは，縄

文早期初頭～前葉の，前平式系の永野タイプ15)の古

段階までに収まるものである，と結論づけられる。

ちなみに，内面調整については.1)植物質の先

端の柔らかい工具によるもの，2）ヘラ状の工具に

よってナデるもの。3）ヘラ状の工具によって削り

あるいは強いナデによって凹面を形成するものなど

(本報告では削りという表現を用いている)，大きく

この3種が認められるが，本遺跡においては，3）

の場合，外面胴部に貝殻条線を用いている場合が多

く，両者の関連性が窺われる。この場合，3）の手

法によって器厚を薄くすることと外面を飾りつける

ことに何らかの関連があれば興味深い。また，円筒

か角筒かあるいはその中間形態（口縁部が角形で胴

部付近は円形）という形態差における調整の差異を

あらわすのかもしれないが，全形が窺える資料が少

ない以上，この点については確言できない。

石器は，縄文時代早期に属するものと考えられる

が，組成には石雛が含まれていなかった。調査範囲

の狭さの反映かもしれない。

古墳時代の土器は，図化すべきものは1点しかな

く，詳細はよく分からない。外反する妻の口縁部で

あり，古墳時代でも前半段階に位置づけられよう。

他にも胴部片らしきものが数点認められるが，数量

イノ



的に少ない。

陶磁器は，近代以降の遺物がほとんどであると考

えられるが,1点のみ中国製ではないかと考えられ

るものもあった。

長野真-1984「第V章まとめ」「上蕨川遺跡群」

鹿屋市教育委員会

前迫亮一1994「南九州縄文時代早期前半の居住活

動に関する一考察」「大河」第5号大河同人

河口貞徳1955「鹿児島県における貝殻条痕文土器」

「石器時代」1号石器時代文化研究会

河口貞徳1989「吉田式と前平式のその後について」

「鹿児島考古」第23号鹿児島県考古学会未報告

註5）に同じ。

註4）に同じ。

本田道輝1986「鹿児島県考古学の諸問題-縄文時

代-」「鹿児島考古」第20号鹿児島県考古学会

高橋信武1998「前平式土器について」「鹿児島考

古」第32号鹿児島県考古学会

註11)に同じ。

註11)に同じ。

砂田光紀・松永幸男・中村直子1990「鹿児島大学

埋蔵文化財調査室年報jV鹿児島大学埋蔵文化

5）

6）

7）

註

1)坪根伸也1988「第3章鹿児島大学宇宿団地1-8

区（医学部臨床研究棟増築地）における発掘調査

報告」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報」Ⅲ

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

砂田光紀・松永幸男・中村直子1990「第2章鹿

児島大学宇宿団地E-8．9区(MR-I-CT装置棟建設

地）における発掘調査」「鹿児島大学埋蔵文化財

調査室年報jV鹿児島大学埋蔵文化財調査室

戸崎勝洋ほか1981「加栗山遺跡・神ノ木山遺跡」

鹿児島県教育委員会

新東晃-1989「早期九州貝殻文系土器様式」「縄

文土器大観」1小林達夫編

新東晃-1999「南九州縄文早期文化の成立の諸要

因」「第6回企画展示ドキどき縄文さきがけ展

ｊ
ｊ
ｊ

８
９
ｍ

2）

11)

ｊ
ｊ
ｊ

２
３
４

１
１
１

3）

4）

財調査室

15)註5)に同じ。

図録」指宿市教育委員会
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PL･1桜ケ丘団地I・J-lO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.2郡元団地J・K-4区（総合研究棟建設予定地）における試掘調査
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PL.3郡元団地J・K-4区（総合研究棟建設予定地）における試掘調査
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PL.4郡元団地J・K-4区（総合研究棟建設予定地）における試掘調査
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PL.5桜ケ丘団地1..1-10区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.6桜ケ丘団地I・J-lO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.7桜ケ丘団地IJ-IO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.8桜ケ丘団地1．J_10区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.9桜ケ丘団地I・J-lO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.10桜ヶ丘団地IJ-10区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.11桜ケ丘団地1．J-IO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.12桜ケ丘団地1．J－10区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.13桜ケ丘団地I・J-IO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.14桜ケ丘団地I・J-lO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.15桜ケ丘団地I・J-IO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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PL.16桜ケ丘団地I・J-IO区（受水槽設置地点）における発掘調査
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